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志賀町にミッキーマウスがやってきた
　１２月２０日（木）文化ホールと富来活性化センター
で、　東京ディズニーリゾート・アンバサダーとディ
ズニーの仲間たちがふれあい訪問にやってきました。
　目的は㈱オリエンタルランドが社会貢献活動の一環
として、被災地の方々に１日も早く笑顔と明日への希
望を取り戻してもらおうと企画しました。
　子どもたちはディズニーの仲間たちと夢のような楽
しいひとときを過ごし、笑顔いっぱいにはしゃいでい
ました。
　　　※１　東京ディズニーリゾート・アンバサダーは、
　　　　　　東京ディズニーリゾートを代表する親善大使
　　　　　　のことで、約２０,０００人のキャスト（従業員）
　　　　　　の中から選ばれます。

※１
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志賀町国民
健康保険 ～平成２０年４月から新しい健診制度が始まります～

「新しい健診とは？」

市町村が
基本健診を実施

これまでは 平成20年４月から

国保や政管健保、組合健保
などの医療保険者が実施

40歳から74歳までの方を対象に
行います。健診はメタボリックシン
ドロームに着目して行われ、必要の
ある方には改善に向けた保健指導を
行います。

『メタボリックシンドローム』とは、
内臓のまわりに脂肪のついた内臓脂
肪型肥満に高血糖、高血圧、脂質異
常など生活習慣病のリスクが重なっ
ている状態のことをいいます。

一般的に生活習慣病とは、日常生活のな
かで行われる習慣によって引きおこされ
る病気のことをいいます。進行するまで
自覚症状が現れにくいため放置されがち
です。
この機会に生活習慣を見直し、早期発見・
適切な治療を心がけましょう。

皆さんが窓口負担する医療費は１割から
３割分で、残りは加入者からの保険税等
で補われています。このように加入者全
員が助け合って医療制度を支えています。
国民医療費のうち１/３は生活習慣病と
いわれています。メタボリックシンド
ロームを見つけて改善することは、医療
費抑制にもつながります。

・食べ過ぎに注意し、よく噛む！
・塩分・油分・糖分を控える！
・禁煙し、アルコールはほどほどに！
・体を動かす習慣を！
・気分転換を行い、ストレス解消！

　①腹囲（へそ周り）が男性で85㎝・女性で90㎝以上
　②高　血　糖…空腹時の血糖値が110㎎ /dl 以上
　③高　血　圧…収縮期血圧130㎜Hg以上または
　　　　　　　拡張期血圧85㎜Hg以上
　④脂質異常…中性脂肪150㎎ /dl 以上、または
　　　　　　　HDLコレステロールが40㎎ /dl 未満
　※①に加えて、②～④の２項目以上に該当する場合 つづきは次号の『しか広報』でお知らせします。

住民課国民健康保険係

〈メタボリックシンドロームの診断基準〉

➡
「メタボリックシンドロームって？」
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「増え続ける生活習慣病から命を守るには？」

「増え続ける医療費をおさえるには？」
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志賀町国民
健康保険 ～ 7０歳から 74歳までの方の窓口負担について～

国民年金 ～国民年金保険料の納付が困難な方へ～

本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の
場合に、申請手続きをすることにより、保険料の
納付が全額免除または一部納付となります。

①全
ぜんがくめんじょ

額免除・一
いちぶ の う ふ

部納付

３０歳未満の方で、本人、配偶者の前年所得が一
定額以下の場合に、申請手続きをすることにより、
保険料の納付が猶予されます。  

②若
じゃくねんしゃのうふゆうよ

年者納付猶予
学生の方で本人の所得が一定額以下の場合に、申
請手続きをすることにより、保険料の納付が猶予
されます。     

③学
がくせいのうふとくれい

生納付特例

全 額 納 付 ① 全 額 免 除 ・
一 部 納 付

②若年者納付猶予
③学生納付特例　 未 納 の 場 合

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間）
○

入ります
○

入ります
○

入ります
×

入りません

老
齢
基
礎
年
金

受給資格
期　　間

○
入ります

○
入ります

○
入ります

×
入りません

年金額の
計　　算

○
加入されます

○
免除の区分に応じて 1/3
から 5/6 が加入されます

×
加入されません

×
加入されません

※　免除等を受けている期間は、１０年までさかのぼって追納することが可能ですが、     
　　未納の場合は、２年を超えると時効により納付することができなくなります。      
※　一部納付については、一部保険料を納付していることが必要です。納付がなければ未納となります。

年金に関するお問い合せは、七尾社会保険事務所0767-53-6511　又は住民課国保年金係32-9121まで

納付・全額免除・一部納付と未納では、こんなに違う !

※ (    ) 内の金額は、収入のうちすべてが給与所得
　であった場合の収入額のめやすです。
※４人世帯の子供は、16歳未満をいいます。

♦世帯構成別の所得 (収入 ) の「めやす」【単位 : 万円】

世帯構成 全額免除 一部納付
1/4納付 半額納付 3/4納付

４人世帯
(夫婦、子供２人 )

162
(257)

230
(354)

282
(420)

335
(486)

2 人世帯
(夫婦のみ )

92
(157)

142
(229)

195
(304)

247
(376)

単身世帯 57
(122)

93
(158)

141
(227)

189
(296)
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⑴　
保
険
料
の
算
定  

 
 

　
　

１
人
当
た
り
の
保
険
料
額
は
、
被
保
険
者

　

全
員
が
等
し
く
負
担
す
る
「
被
保
険
者
均
等

　

割
」
と
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す

　

る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

　
（
賦
課
限
度
額
50
万
円
）

１人当たりの
保険料額（年）

被保険者均等割額
（45,480円）

所得割額

基礎控除後の総所得金額等×所得割率（8.33％）

＋

↓

○　
対
象
と
な
る
方
（
被
保
険
者
）

　

①　

75
歳
以
上
の
方

　

②　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
寝
た
き
り

　
　
　

な
ど
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

○　
対
象
と
な
る
と
き

　

①　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら

　

②　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
が
広
域
連
合

　
　
　

で
寝
た
き
り
等
の
一
定
の
障
害
が
あ
る

　
　
　

と
認
定
を
受
け
た
日
か
ら

　

こ
れ
ま
で
75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
で
寝
た

き
り
等
の
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
）
は
、
国
民

健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
の
医
療
保
険
に
加
入

し
「
老
人
保
健
制
度
」
に
よ
る
医
療
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
1
日
よ
り
、
現
在
加

入
中
の
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
か
ら
は
ず

れ
、新
た
に「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
加
入（
移

行
）
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

75
歳
以
上

老
人
保
健
受
給
者

国民健康保険
被保険者

被用者保険
被保険者・被扶養者

⇩

75
歳
以
上

後期高齢者医療制度

被保険者

平成20年４月から

平成20年3月まで

＝

〈保険料の算定方法〉
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所
得
の
低
い
方
の
軽
減
措
置 

　

所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
応
じ
て
、
保
険
料
の
被
保
険
者
均

等
割
額
を
７
割
、
５
割
又
は
２
割
を
軽

減
す
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
の
軽
減
措
置

　

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て
、

保
険
料
を
負
担
し
て
こ
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
の
観
点
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
時
よ
り
２
年

間
、
保
険
料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
は
課
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
　

軽
減
措
置
該
当
者

①
制
度
施
行
日
の
前
日
（
平
成
20
年
３

月
31
日
）
に
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方

②
制
度
施
行
後
、
75
歳
に
な
っ
て
資
格

を
得
た
日
の
前
日
に
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
方

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
に
限
り  

　
　

平
成
20
年
４
月
〜
９
月

　
　

保
険
料
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん

　
　

平
成
20
年
10
月
〜
平
成
21
年
３
月 

　
　

被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
の

　
　

保
険
料
と
な
り
ま
す 

。 
 

⑶　
保
険
料
の
納
め
方 

 

　
　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て

　

い
る
方
は
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き

　

(

特
別
徴
収)

さ
れ
ま
す
。 

 

　
　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
額

　

が
、年
金
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、

　

自
主
納
付
・
口
座
振
替
等
で
納
め
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑷　
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合 

 

　
　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料

　

を
滞
納
し
た
場
合
は
、
通
常
の
被
保
険
者

　

証
よ
り
も
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保

　

険
者
証
」を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、滞
納
が
１
年
以
上
続
い
た
場
合
、

　

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、
代

　

わ
り
に
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、い
っ

　

た
ん
医
療
費
の
全
額(
10
割)

を
支
払
っ

　

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
申
請
に
よ
り
保
険

　

給
付
費
相
当
額
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
に

　

な
り
ま
す
。

後期高齢者医療フォーラム・地区説明会開催のお知らせ
◇高齢者医療制度について理解を深めませんか？◇

石川県後期高齢者医療広域連合・石川県内全市町が共催で、以下の日程により後期高齢者医

療フォーラム・能登中央地区説明会を開催します。参加費・申し込みは不要です。 

後期高齢者フォーラム

　　開催日時：平成２０年１月１８日 (金）
　　　　　　　１３：００～１６：００
　　場　　所：石川県地場産業振興センター
　　　　　　　（金沢市）

能登中央地区説明会

　　開催日時：平成２０年２月６日 (水）　
　　　　　　　１４：００～１５：３０
　　場　　所：生涯学習センターラピア鹿島
　　　　　　　（中能登町）

【お問い合わせ先】

　志賀町役場住民課　国保・年金係　　 Tel　0767-32-9121（直通）

　石川県後期高齢者医療広域連合　　　Tel　076-223-0140（代表）

⑵　
保
険
料
の
軽
減 



分限・懲戒処分の状況
（ ）分限処分 休職 人（平成 年度）
（ ）懲戒処分 減給 人（平成 年度）

分限処分は、心身の故障のためにその職務の必
要な適格性を欠く場合などで、疾病による休職と
免職があります。
懲戒処分は、職員に非違行為があった場合や職

務を怠った場合、非行があった場合になされる処
分です。

公務災害などの状況
（ ）公務災害 件 （平成 年度）
（ ）通勤災害 件 （平成 年度）

職員が公務災害、通勤災害を受けた場合に、受

けた災害に対する補償を迅速かつ公正に行い、併

せて社会復帰の促進、職員及びその遺族の援護を

行う制度です。

職員の健康診断等受診の状況
（平成 年度）

区 分 受 診 者

定期健康診断 人

胃 部 検 診 人

大腸がん検診 人

肺 が ん 検 診 人

区 分 受 診 者

職員の福祉の増進と行政能率の向上を図るため、

労働安全衛生法及び志賀町職員安全衛生管理規程に

基づき健康診断を実施し、職員の健康管理を図って

います。

研修の状況
（ ）町開催研修会・講習会

（平成 年度）

職員の勤務能率・資質の向上のため、各種研修会

の開催、職員研修所などへの派遣を実施しています。

平成 年 月 日
職員数

平成 年 月 日
職員数

純減数 純減率

人 人 人 ％

平成 年 月 日
職員数

平成 年 月 日
職員数

純減数 純減率

志賀町行政改革大綱における定員管理の数値目標数も同数です。

（ ）一般職員の年次有給休暇の取得状況

【一般職員の平均取得日数】

年次有給休暇は、 年につき 日付与されます。残日数は、

日を限度として翌年に繰り越すことができます。

（ ）育児休業・部分休業の取得の状況 （平成 年度）

職員は、 歳に満たない子を養育するため、 歳に達する

日まで育児休業を取得することができます。

（ ）定員管理の数値目標（全会計）
平成 年 月 日 平成 年 月 日における定員管理の数値目標

勤務時間そのほか勤務条件
（ ）勤務時間の概要（窓口業務職員、一部施設勤務職員を除く。）

開 始 時 刻 午前 時 分

休 憩 時 間 正午 午後 時

終 了 時 刻 午後 時 分

週間の勤務時間 時間

勤務を要しない日 土曜日・日曜日

開 始 時 刻

休 憩 時 間

終 了 時 刻

週間の勤務時間

勤務を要しない日

平成 年 平成 年

日 日

平成 年 平成 年

区分 育児休業 部分休業

男性 人 人

女性 人 人

計 人 人

区分 育児休業 部分休業

研修会名 開催回数 受講者数

新採職員研修 回 人

法制執務研修 回 人

接 遇 研 修 回 人

勤務評定者研修 回 人

普通救命士講習会 回 人

合 計 回 人

研修会名 開催回数 受講者数

（ ）派遣研修
（平成 年度）

研修区分 期 間 受講者数

石 川 県 年 人

自 治 大 学 校 日間 人

市町村職員研修所 日 日間 人

その他研修所 日 日間 人

合 計 ─ 人

研修区分 期 間 受講者数

お問い合わせ 総務課



人件費には、一般職の職員の給料や職員手当のほか、町長、
副町長、議員など特別職に属する職員の給料や報酬などを
含みます。
人口は、平成 年 月 日現在の住民基本台帳に基づいて
記載しています。

職員数
給 与 費 一人当たり

給与費
給 料 職員手当

期末・
勤勉手当

計

人 千円 千円 千円 千円 千円

職員数
給 与 費 一人当たり

給与費
給 料 職員手当

期末・
勤勉手当

計

総 括
（ ）人件費（平成 年度・普通会計決算）

人口
（ 年度末）

歳 出 額 実質収支 人 件 費 人件費率

人 千円 千円 千円 ％

人口
（ 年度末））

歳 出 額 実質収支 人 件 費 人件費率

（ ）職員給与費（平成 年度・普通会計決算）

職員手当には、退職手当は含まれていません。
町長、副町長、議員などの特別職の給料、報酬などは含ま
れていません。

職員の平均給料月額、初任給

（ ）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

【一般行政職・技能労務職】 （平成 年 月 日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 歳 円 円

技能労務職 歳 円 円

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

平均給料月額 とは、一般行政職及び技能労務職の職員

の基本給（給料月額）の平均です。

平均給与月額 とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、

住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものの

平均です。

町職員の給与は、国家公務員や民間企業とのバランスを考慮して給与条例などで定めら

れています。その内容や人事行政の運営の状況、取り組みについて、より公平性と透明性

を高めるため、広く町民の皆様にお知らせします。

町職員の給与などを公表します町職員の給与などを公表します

区 分 給料 報酬月額等 期末手当

町 長 円

月期 月分

月期 月分

計 月分

副 町 長 円

議 長 円

副 議 長 円

議会議員 円

区 分 支給割合 加算措置

期末手当 月分 職制上の段階、職務
の級等による加算
・役職加算 ％ ％勤勉手当 月分

区 分

期末手当

勤勉手当

区 分 一般行政職 技 能 職

大 学 卒 円 ─ 円

高 校 卒 円 円

中 学 卒 ─ 円 円

区 分 一般行政職 技 能 職

（ ）職員の初任給の状況

【一般行政職・技能職】 （平成 年 月 日現在）

期末・勤勉手当
期末手当・勤勉手当 （平成 年度支給割合）

特別職の報酬
特別職のうち町長、副町長、議会議員の給料、
報酬、期末手当 （平成 年 月 日現在）

職員数の状況
（ ）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年 月 日現在）

部 門 平成 年 平成 年 増減数

一般行政部門 人 人 人

教育部門 人 人 人

公営企業会計等 人 人 人

合 計 人 人 人

教育長を含みます。
【主な増減理由】
・事務事業の見直し及び施設の休止、統合に伴う減
・退職者の不補充による減
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　4．能登半島地震により被害を受けられた皆様方へ

　地震などの災害によって、損害を受けたときは、一定の要件の下で確定申告を行うことで、所得税の軽
減又は免除することができます。
　今回の説明会は、確定申告に向けた雑損控除額の具体的な計算が中心となりますので、申告予定の方は、
是非ご参加ください。（作成済みの確定申告書は、収受いたします）

「雑損控除申告説明会」 を開催します。

開　催　日 時　　間 開催場所

平成20年1月15日（火）
午前 9時30分～12時

志賀町役場　　1階大会議室
午後 2時 ～  4 時 30分

平成20年 1月16日（水）
午前 9時30分～12時

富来活性化センター　大ホール
午後 2時 ～  4 時 30分

平成20年 1月24日（木）
午前 9時30分～12時

志賀町役場　　1階大会議室
午後 2時 ～  4 時 30分

平成20年 1月25日（金）
午前 9時30分～12時

富来活性化センター　大ホール
午後 2時 ～  4 時 30分

※　全ての日時において同じ内容ですので、ご都合の良い時間におこしください。

【持参書類】
①　被害を受けた資産の明細（資産内容、取得時期、取得価格等）の分かるもの
②　被害を受けた資産の取壊し費用、除去費用その他これに類する費用で、被害に関連して支出した金額
の明細の分かるもの及びその領収書

③　被害があったことによって受け取った保険金、損害賠償金、災害見舞金等の金額が分かるもの（支給
見込額も含む）

④　市町村から ｢り災証明書｣ の交付を受けている場合には、同証明書（写しも可）または被害のあった
ことが分かるものを持参していただくようお願いします。

⑤　筆記用具、計算機
⑥　給与所得者の方は、「平成19年分給与所得の源泉徴収票」を持参してください。

●お問合せ　七尾税務署（℡0767-52-9336）　税務課（℡0767-32-9142）

　5．障害者控除を受けるための「認定書」を発行します。

　平成19年 12月 31日現在６５歳以上の要介護認定等を受けている方について、寝たきり状態や認
知症など精神上または身体上の障害の程度が一定の要件に該当する方は、障害者に準ずるものとして発行
される「障害者控除対象者認定書」 によって確定申告等において障害者控除を受けることができます。
　また、昨年受けた認定書は本年も使用することができます。

○申 請 期 限：平成20年1月31日（木）まで
○申 請 場 所：役場健康福祉課　介護保険係（℡32-9112）
　　　　　　　富　来　支　所　総合窓口係（℡42-1108）
○必要なもの：印鑑
○そ　の　他：手数料は無料、認定書は後日郵送



確定申告及び町県民税申告に向けて確定申告及び町県民税申告に向けて　　　　

　１．今年の申告相談日程

　2．申告書は自分で作成しましょう

　3．農業所得を申告する方へ！

　志賀町では、平成19年分の確定申告及び町県民税の申告相談を平成20年 2月 18日～平成20年
3月17日にかけて予定しております。
　地区ごとの詳しい日程や申告書の書き方等については、次回広報２月号でお知らせ致します。申告予定
の方は、早めに準備を始めましょう。

　申告は、あなたにとって、とても大切なことです。自分で申告書を作成しましょう。
また、インターネットをご利用の方は、自宅やオフィスにいながら申告書の作成と申告ができる 「確定申
告書等作成コーナー」と 「ｅ - Ｔａｘ 」をぜひご利用ください。

●国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）
●ｅ－Ｔａｘホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）

　農業所得の計算が収支計算となってから３回目の申告となりました。

　申告に向けて、まず収支計算を行い、「収支内訳書」 を作成しましょう。

【注意事項】
　※　収支内訳書を作成せずに申告相談に出向くと、申告終了までに長時間を要することとなりますの

で、あらかじめご了承願います。
　※　米、果樹、家庭菜園等でもっぱら家事消費のみで、出荷や販売をまったくしていない方は、農業

所得としての申告は不要です。
　※　収支内訳書や書き方等については、役場税務課窓口及び志賀町ホームページに準備してあります

のでご利用ください。

●お問い合わせ　役場税務課住民税係　℡ (0767)32-9142

　収支計算とは 　収入金額－必要経費＝所得金額 (もうけ )を求める

　①収入・経費等の
　　書類保管・記録

　※ＪＡ（農協）と取り引きされている方については、
　　ＪＡ（農協）が作成する確定申告支援用集計表等が
　　あれば、収支計算をよりらくに行えます。

　②収支計算を行う
  ( 収支計算準備表
　   などを活用 )

　③収支内訳書
　　の作成

　④確定申告書
　　の作成

　⑤税務署又は市町村へ提出

➡
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平成２０年度償却資産の申告について平成２０年度償却資産の申告について

　１．申告義務者とは…

　2．固定資産税の課税対象となる償却資産とは…

　3．申告期限

平成２０年１月１日現在、志賀町内に償却資産を所有されている方。
※前年度申告された方へは既に申告書等送付しております。
※新規事業者等で今年度初めて申告される方は税務課までご連絡ください。申告記載用紙を送付いたします。

　土地及び家屋以外の有形の固定資産で現に事業の用に供しているものや事業の用に供することができる
資産（ただし、電話加入権、漁業権、特許権その他の無形減価償却資産は除く。）をいい、その減価償却
額または減価償却費が、法人税法または所得税法の規定による所得の計算上、損金または必要な経費に算
入される性格のもの（法人税または所得税が課されない者が所有するものを含みます。）

　※1「事業の用に供する」とは、所有者がその償却資産を自己の営む事業のために使用する場合だけで
　　     なく、事業として他人に貸付ける場合も含みます。

　平成２０年１月３１日（木）

≪実地調査協力のお願い≫
　税務課では、地方税法第353条及び408条に基づき、「適正かつ公平な課税」に向けた実地調査（事業所を

訪問しての帳簿・現物照合調査及び質問等）を行うことがありますので、その際はご協力をお願いします。

　また、実地調査等に伴って修正申告をお願いすることがありますが、その場合の課税年度は現年度だけではなく、

資産の取得時期に応じて遡及することがあります。

≪ご注意ください≫
　申告すべき事項について虚偽・過少の申告をした場合、または正当な理由がなく申告をしない場合は、罰則規

定により罰金又は過料を科せられることがあります。（地方税法385条、同386条）

　4．お問い合せ 　税務課資産税係まで　　TEL　３２－９１４１（直通）

　法人または個人が所有している償却資産は､ 地方税法第３８３条の規定により毎年１月３１日までにその内
容を申告していただくことになっています。提出期限に遅れないよう早めの申告をお願いします。

種　　類 主な償却資産の具体例
構　　築　　物 　駐車場のフェンス、舗装道路、門、庭園、緑化施設、広告塔等

機械及び装置 　工作機械、木工機械、印刷機械、土木建設機械、（ブルドーザー、パワーショベルなど）
　各種産業用機械及び装置等

船　　　　　舶 　モーターボート、漁船、貨物船等
車両及び運搬具 　構内運搬車、運搬台車等　　　※自動車税及び軽自動車税の課税対象とならないもの

工具器具及び備品
　パソコン等OA機器、事務机、椅子、応接セット、キャビネット、ロッカー、各種自動販売機、
　医療機器、測定工具、金庫、コピー、エアコン、ファクシミリ、冷蔵庫等
　その他業務用の備品

【償却資産の種類と具体例】

※1



　

　　能登半島地震に伴う  

　　町税の減免には、申請が必要です。  

　 家屋のり災証明が半壊以上の方へ

まだ申請していない方は、り災証明書の写しと印鑑をご持参のうえ
平成２０年１月３１日までに必ず申請してください。

　対　象　者  

　　［固定資産税（家屋）］  
 　居宅、納屋、土蔵、車庫、店舗、工場など家屋のり災の程度が、全壊、大規模半壊または

半壊と判定されたとき。 
　　［固定資産税（土地）］  
 現地調査により、被害の程度が当該面積の10分の2以上であると判定されたとき。 
　　［固定資産税（償却資産）］  
 被災により、事業の用に供さなくなったとき。 
　　［個人住民税（町県民税）］  
 　平成 18年中の合計所得金額が1,000万円以下の方で、居住する住宅（借家を除く）の

り災の程度が全壊、大規模半壊または半壊と判定されたとき。 
　　［国民健康保険税］  
 　平成 18年中の合計所得金額が1,000万円以下の世帯で、居住する住宅（借家を除く）

のり災の程度が全壊、大規模半壊または半壊と判定されたとき。 
  
　減免割合  

 各税目及びり災の程度により、減免割合は異なります。 
 詳しくは、下記までお問い合わせください。 

本庁舎税務課 (32-9141）   富来支所税務課分室（42-1111）

石川社会保険事務局からのお願い
　　

　社会保険庁では、基礎年金番号に結びついていない記録について、現在、名寄せを実施し、記録の
統合に向けた取組を進めており、「ねんきん特別便」で社会保険庁が把握している記録を、お届けの住
所にお送りしています。
　しかし、住所が変更されてもお届けがない場合「ねんきん特別便」をお届けすることができません
ので、住所の変更・訂正は、ご自身で手続いただく必要があります。お手数ですが以下の手続先で手
続をお願いします。

　　・国民年金第１号被保険者・・・・役場窓口で
　　・厚生年金加入者　　　　　　　　厚生年金加入者の方のお勤め先の　
　　・国民年金第３号被保険者　　　　社会保険担当者の方へ
　　・年金受給者・・・・・・・・・・お近くの社会保険事務所で

　　　◆ 手続・お問い合せは手続・お問い合せは ◆
　　　　七尾社会保険事務所　０７６７－５３－６５１１　志賀町役場国保年金係　３２－９１２１（直通）

15
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　１１月２０日（火）から２２日（木）の３日間に㈶大阪科
学技術センターが「エネルギー環境教室」を開催しました。
　これは、電源立地地域の子どもたちを対象に、実験やワー
クショップ等を通じて原子力発電をエネルギーと環境問題
の関りの中で、理解を深めてもらうことを目的として開催
されたものです。
　開催場所は２０日上熊野小、２１日は富来小、２２日は
志加浦小で行われ、児童たちは体験しながらエネルギーに
ついて楽しく学習しました。　

　旧校舎を取り壊し、跡地でのグラウンド整備と
クラブハウス工事が終わり、供用を開始しました。
　グラウンドには移設された相撲場やテニスコー
トなども合わせて整備され、授業や部活動等に利
用されます。

志賀中グラウンドが完成

　１１月２３日（勤労感謝の日）、第１９回志賀町綱引選
手権大会が開催されました。
　参加チーム数は、チャンピオンの部が３チーム、一般の
部が２８チーム、小学生の部が３７チームの合計６８チー
ムとこれまでの大会で最大規模となりました。
　特に、今年度は「がんばってます！能登・志賀」を大会
名に冠し、大会趣旨に賛同していただいた全国トップレベ
ルの金沢レスキュー隊、佐川急便金沢綱引倶楽部の参加も
あり、会場は大いに盛り上がりました。
　大会結果は次のとおりです。

・チャンピオンの部　　①金沢レスキュー隊　②佐川急便金沢綱引倶楽部　③志賀消防署A
・一般男子の部　　　　①志賀消防署B　　　②堀小おやじ組　　　　　　③高小マンちゃん 's 男子
・一般女子の部　　　　①つなガ～ル　　　　②堀小めちゃいけ　ママ　　③高浜ＮＧＵ
・一般男女混合の部　　①ママレモン　　　　②堀小ヤンキース　　　　　③加茂小ＰＴＡ
・小学生男子の部　　　①土田Ａ　　　　　　②高浜小Ａ　　　　　　　　③上熊野男子　　　③富来小Ａ
・小学生女子の部　　　①富来小女子　　　　②小悪魔 ageha( 上熊野 )　　③土田Ａ　　　　   ③ファイト加茂
・小学生男女混合の部　①土田Ａ　　　　　　②富来小Ａ　　　　　　　　③下甘田小学校Ａ　③上熊オッパッピー
　また、１２月２日（日）に金沢市営中央市民体育館で行われた石川県綱引選手権大会では、ジュニアの部で土田
小Ａが、女子の部でスパーク志賀が優勝しました。

電球を点灯させようと、がんばる志加浦小の児童たち

エネルギー実験に歓声

綱引き大会世界１位の金沢レスキューも参戦

志賀消防署B(奥 )対佐川急便金沢綱引倶楽部 (手前 )

完成したグラウンド (奥に見えるのは高浜高校 )
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　１１月２６日（月）に役場において、総務大臣表彰を
受賞された平島修平さん（元富来町監査委員）への伝達
式が行われました。
　これは地方自治法が昭和２２年（１９４７年）５月３日
に施行されてから60周年を迎え、地方自治の発展に功
労のあった方に贈られました。
　平島さんは、平成7年から平成17年の町合併まで
監査委員として、富来町財務事務の執行及び事務の管理
について、その効率的執行と公正性を主眼に精励して監
査にあたったことが認められての受賞となりました。
　おめでとうございます。

地方自治法施行60周年　監査事務功労者総務大臣表彰

左から小泉茉奈さん、町出香澄さんと坂本校長
志賀中学校も積極的に参加したことが認められ表彰されました。

　１２月５日（水）に全国中学生人権作文コンクール
県大会の表彰式が志賀中で行われました。
　優秀賞には「友人関係に悩み苦しんだ時でも、母親
や友達の支えがあったから逃げずにやってこれた。自
分のために指文字を覚えたり、心配してくれたみんな
にありがとう」と綴った、町出香澄さん（志賀中１）
の「感謝の気持ちでありがとう」が、佳作には「元気
だった曾祖母が突然倒れ、医者から寝たきりと言われ
たが、歩けるまでに回復した。家族を思いやり、曾祖
母を大切にしていきたい」と綴った、小泉茉奈さん（志
賀中１）の「曾祖母の奇跡」が選ばれ、金沢地方法務
局七尾支局長から表彰と記念品が手渡されました。

人権作文県大会の表彰式

　１２月１４日（金）富来活性化センターで、志賀町区
長会の表彰式と町政懇談会が開かれました。
　区長会表彰式では、在職４年以上の方に町区長会会長
表彰が贈られました。
　また、町政懇談会では各地区からの要望を町長や担当
課長らが答弁しました。主な内容としては、道路整備や
学校の空き校舎の利用などについての質問が多く出され
ました。

区長会表彰式と町政懇談会を開催

●町区長会会長表彰
宝達清一（高浜10区）、宮下良美（安部屋）、谷内俊二（百　浦）、川畑　繁（赤　住）、石田勝幸（猪ノ谷）、
山田精次（出　雲）、大家　勇（米　町）、大平高久（火打谷）、村木省三（仏　木）、山崎豊治（倉　垣）、
大石　勲（上　棚）、向井忠正（穴　口）、石田克志（大　島）、浦野恒一（福浦港）、竹沢政次（中　畠）、
高山次雄（富来地頭町）、松本久男（給　分）、坂本克夫（西海風無）

表彰状を持つ平島修平さんと　　　　　
監査委員の岡部さん（中央）と辻議員（右）
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ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。

2008.1　NO.7

　

本
町
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
設

置
申
請
に
対
し
て
、
11
月
21
日
（
水
）
総
務

大
臣
か
ら
設
置
許
可
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
、
総
務
省
北
陸
総
合
通
信
局
に
お
い

て
、
福
本
謙
二
北
陸
総
合
通
信
局
長
か
ら
細

川
町
長
に
許
可
状
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
来
年
秋
頃
の
全
面
開
局
に

向
け
、
志
賀
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業

に
着
手
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
期
エ
リ
ア
で
は
来
年
４
月
か
ら

一
部
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

《 有線テレビジョン放送施設設置許可状交付式 》
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CATV

【 有線式ＩＰ音声告知端末 】( 見本 ) 【 従来のアナログ無線方式端末 】

雨風など気象条件や電波障害の影響を受けずに、
確実で明瞭な音声で防災行政放送をお伝えします。
有線式端末のため設置工事が必要となります。
全世帯、(仮 ) 加入申込書の提出をお願いします。

　平成15年12月に関東・中京・近畿からスタートした地上デジタルテレビ放送（地デジ）はそのエリアを順次拡
大しています。石川県では、平成18年７月から金沢中継局、平成19年12月から羽咋中継局が開局しました。
　そして、３年後の平成23年７月24日までには、アナログテレビ放送からデジタルテレビ放送に完全移行します。

　志賀町
　ケーブルテレビ事業

整備事業
2007 年（平成 19年）秋頃から地上
デジタル放送、ＢＳデジタル放送等が視
聴可能となります。



【注意】 めに必要なものです。住民登録のない
終了後納付書を郵送します。
　みをお願いします。

　①　利用サービス
（希望するサービスに○印を付けてください。（複数可））  

　１．IP（アイピー）音声告知サービス

　２．テレビ放送サービス  

　②　住宅の形態
（いずれかに○印を付けてください。）  　　　　　　　　

　　　　　　場合は、建物所有者の同意

　　　　　　　ることがあります。

　１． 一戸建て（持　家）

　２． 一戸建て（借　家）  

　３．アパート、社宅等集合住宅

　４．その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  

　③　申請者（○印及び 

住 民 登 録
の　有　 無

　１． 志賀町に住民登録あり
　　　　（加入負担金なし）

　２． 志賀町に住民登録なし
　　　　（加入負担金あり）

住　　所 　〒 925-　　　　　　　　　　　　　※
　石川県羽咋郡志賀町

設置場所 　※設置場所が上記と異なる場合は、設置場所の住所を記入してください。
　石川県羽咋郡志賀町

氏　　名

　フリガナ
　本　人

　（代理人　　　　　　　　

生年月日 年　　　月　　　日　
連　絡　先
電話番号

ケーブルテレビ

事業所の加入申込みは
平成２０年６月頃を予
定しています。

　（仮）加入申込を受付後、皆さんのお宅へ引込工事、宅内工事に伺います。下
記の（仮）加入申込書の記載例を参考に記入し、返信用封筒にて郵送、または本庁・
支所総合窓口まで提出をお願いします。 世帯用

《記載例》 志賀町ケーブルテレビ（仮）加入申込書
平成　　　年　　　月　　　日

志賀町ケーブルテレビ事業の引込工事、宅内工事に同意し、次のとおり（仮）加入申込みをします。

■従来の無線端末を全て有線式ＩＰ
音声告知端末に更新するため、『１．
ＩＰ音声告知サービス』には、全世
帯○印をお願いします。
■町のケーブルから、テレビ放送を
受信希望する方は、『２．テレビ放送』
に○印を付けてください。

■該当する住宅の形態に
○印を付けてください。

■住民登録の有無について○印
を付けてください。

■利用する方の住民登録をして
いるところを記入してください。

■本人欄には利用する方の氏名を記載・
押印してください。
■本人が申込みをできない場合、代理人
の氏名を記載・押印してください。

■引込工事・宅内工事等に連絡する場合があります
ので、本人または代理人の連絡先電話番号を記入し
てください。

裏面のアンケートにもご協力ください。
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　ケーブルテレビでは、志賀町が独自に制作する自主放送番組がご覧
になれます。
　町内で行われる各種イベントやスポーツ大会、学校や保育園の行事、
町からのお知らせや防災情報など地域に密着した番組を放送します。
　現在、開局に向けて自主番組の制作に取り掛かっています。

地上デジタル放送に便乗した悪質商
法にご注意ください !!

　テレビの地上デジタル放送対応やアンテナ交
換などを口実にした詐欺が発生しています。
　疑わしい工事の勧誘を受けた場合や、身に覚
えのない工事の請求を受けた場合には、すぐに
支払わず、地上デジタル放送受信相談センター
【℡0570-07-0101】またはお近くの警察署
や消費生活センターへご相談ください。

追加説明会を開催します

　10月 15日～ 12月 17日にか
けて、町内全地区においてケーブル
テレビ住民説明会を開催しました。
　ご要望がありましたら、地区や団
体を対象にケーブルテレビに関する
説明会を随時開催しますので、監理
課情報政策係【℡ 32-9261】ま
でご連絡ください。

新築や増改築を予定している皆さんへ

　ご自宅の新築や増改築を予定している方は、
ケーブルテレビの宅内配線工事の方法につい
て、施工業者および監理課情報政策係までご相
談ください。

整備事業が始まります

　町内各地域において、光ファイバーケーブ
ルを設置する伝送路工事を行います。
　皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご協
力をお願いします。

地上デジタル放送に関するお知らせ

　平成19年 12月 10日の羽咋中継局（眉丈山）のデジタル放送開局により、志賀町
でも一部の地域で地上デジタル放送が視聴可能となっています。
　この電波により、一部の地域・設備でアナログ放送に影響が出ることが考えられます。
受信障害（砂がまかれたような現象：スノーノイズ）が現れた場合は、受信対策センター
までご連絡ください。

お問い合わせ　【㈳電波産業会　受信対策センター　℡　0120-242-722 】

志賀町コミュニティチャンネル
自主放送・文字放送チャンネル

《保育園発表会の撮影》



町県民税、国民健康保険

税の納期は 月 日（木）

までです。
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光
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。
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無
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。
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方
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志
賀
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金
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・
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日
は
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分
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ラ
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分
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内
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だ
し
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次
の
い
ず
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か
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す
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ク
レ
サ
ラ
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が
困
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な
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で
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力
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に
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当
す
る
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。
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尾
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法
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セ
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大
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き
よ

と
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思
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つ
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ら
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心
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、
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と
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か
か
わ
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を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
短
い
時
間
で
も
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が
し
っ
か

り
向
き
合
っ
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
の
心

は
満
た
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
風

呂
や
着
替
え
、
保
育
園
の
送
り
迎
え
の

途
中
、
寝
る
前
の
絵
本
タ
イ
ム
な
ど
、

何
気
な
い
日
常
生
活
の
中
で
も
、
一
緒

に
い
る
時
間
は
た
っ
ぷ
り
ふ
れ
あ
い
、

子
ど
も
と
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
接
し
て
し
ま
っ

た
と
き
に
は
、
素
直
に

ご
め
ん
ね

と
気
持
ち
を
伝
え
、
子
ど
も
に
不
安
感

を
残
さ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

新
し
い
一
年
が
親
子
に
と
っ
て
、
ご

家
族
に
と
っ
て
し
あ
わ
せ
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。

親親
子子
のの
ふふ
れれ
ああ
うう
時時
間間
をを
楽楽
しし
もも
うう

親
子
の
ふ
れ
あ
う
時
間
を
楽
し
も
う

全国的に、本人の知らない間に戸籍、住民
票の悪用を目的とした虚偽（うそ、いつわり）
の届出を第三者が行うという事件が相次ぎ、
社会問題となっています。
当町でも虚偽の届出及び各種証明書の交付
等を防止するため、本人確認をさせていただ
いております。
役場窓口へいらっしゃるときは、必ず印鑑
と運転免許証か健康保険証など、公的身分証
明書をお持ちください。

全国的に、本人の知らない間に戸籍、住民
票の悪用を目的とした虚偽（うそ、いつわり）
の届出を第三者が行うという事件が相次ぎ、
社会問題となっています。
当町でも虚偽の届出及び各種証明書の交付
等を防止するため、本人確認をさせていただ
いております。
役場窓口へいらっしゃるときは、必ず印鑑
と運転免許証か健康保険証など、公的身分証
明書をお持ちください。

窓窓口口ででのの本本人人確確認認ににごご協協力力をを窓口での本人確認にご協力を

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

七
尾
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
被

保
険
者
、
年
金
受
給
権
者
等
の
利
便

に
資
す
る
出
張
年
金
相
談
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

と

き

月

日（
土
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
加
入
記

録
を
確
認
さ
れ
た
い
方

年
金
が
い
つ
か
ら
い
く
ら
支
給
さ

れ
る
か
知
り
た
い
方

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
、
納
付
さ
れ
た
い
方

そ
の
他
年
金
の
こ
と
で
お
尋
ね
に

な
り
た
い
方

出
張
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

出
張
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

社会保険庁では、基礎年金番号に結びついていない記録について、
現在、名寄せを実施し、記録の統合に向けた取組を進めています。
名寄せにより基礎年金番号に結びつく可能性のある記録を探すた
めにも、お手持の古い年金手帳をご確認いただき、結婚等で、氏名
変更のお届けがなされていない方は、変更手続をお急ぎくださいま
すようお願いします。
手続・お問い合せは 七尾社会保険事務所

志賀町役場国保年金係 （直通）

石川社会保険事務局からのお願い

無
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を
開
催
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
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開
催
し
ま
す

と

き

月

日
（
月
）

と
こ
ろ

役
場
本
庁

階
会
議
室

午
前

時

午
後

時

相
談
弁
護
士

國
田
武
二
郎
弁
護

士
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
在
住
）

相
談
時
間

人

分（
要
予
約
）

申
込
締
切

役
場
本
庁

月

日
（
木
）

富
来
支
所

月

日
（
水
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
用
紙
は
住
民
課
及
び
富
来
支

所
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

住
民
課

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き
等

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
福
祉
課
窓
口

第

木
曜
日（

日
）が
休
日
の
た

め
第

木
曜
日
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
前

時

時（

・

）

相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（）

へ

電
話
予
約
く
だ
さ
い（
先
着

名
）。

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

《
富
来
地
域
》

と

き

月

日
（
木
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所



と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い
情
報

北
吉
田
の
谷
村
林
造
様
よ
り
、
亡

妻
千
代
様
の
供
養
と
し
て
福
祉
向

上
に
と

万
円

志
賀
町
婦
人
加
工
連
絡
会
様
よ
り
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
て
ん
と
市
の
収
益

金
の
一
部
を
福
祉
向
上
に
と

万

千
円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

（
共
同
募
金
会
志
賀
町
分
会
）

日
蓮
宗
高
浜
講
中
様

万

円

宮
下
浩
様（
矢
田
）

千

円

志
賀
町
の
福
祉
向
上
に
と
谷
内

務
様
よ
り

万
円

羽
咋
郡
市
女
性
組
織
協
議
会

志
賀
女
性
部
の
皆
様

万
円

─ 国の補助金を活用しませんか

原子力発電所の立地町である当町では、新たに建物を新・増築し、
名以上雇用が増える場合 は、国の補助金が受けられます。
上期公募期間 月中旬 月中旬（下期は 月頃の予定）
申 込 先 電源地域振興センター
お問い合せ先 企業誘致対策室（ ）、
志賀町商工会（ ）、富来商工会（ ）

企業（事業所）の新 増築を考えている事業主の方へ

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

福福
祉祉
のの
向向
上上
にに
心心
温温
まま
るる
ごご
芳芳
志志

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志

をを
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

富
来
支
所
総
合
窓
口

第

水
曜
日（

日
）が
休
日
の
た

め
第

・
第

水
曜
日
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

第

・
第
（
水
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

原
子
力
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
声
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。（
経
済
産
業
省
）

と

き

月

日（
水
）午
後

時

分

時

分
ま
で

と
こ
ろ

志
賀
町
役
場

会
議
室

対

象

志
賀
町
在
住
在
勤
の
方

名
程
度

参
加
費

無
料

申
込
方
法

エ
ネ
ル
ギ
ー
座
談

会

参
加
希
望

と
明
記
の

上
、

住
所
、

氏
名
、

電
話
番

号
、

職
業
、

原
子
力
発
電
の
広

報
活
動
に
対
す
る
意
見
を
記
入
の
上
、

左
記
宛
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

東
京
都
港
区

西
新
橋

愛
光
ビ
ル

階

お
問
合
せ
先

エ
ネ
ル
ギ
ー
座
談
会

事
務
局

エ
ネ
ル
ギ
ー
座
談
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
座
談
会

古
着
を
使
っ
て
小
物
を
作
り
、
ご

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

内

容

福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
、

職
場
の
内
容
、
求
人
の
職
種
、
勤

務
条
件
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
求
人
施
設
面
談
コ
ー

ナ
ー
や
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

と

き

平
成

年

月

日（
土
）

午
後

時

時
ま
で

と
こ
ろ

石
川
県
社
会
福
祉
会
館

対

象

福
祉
の
職
場
に
就
職
や

転
職
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方

参
加
費

無
料

申
込
み

不
要

お
問
合
せ
先

石
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉
し
ご
と
ガ
イ
ダ
ン
ス

福
祉
し
ご
と
ガ
イ
ダ
ン
ス

シルバー人材センターからのお知らせ

新規会員募集
《シルバー人材センターで

働いてみませんか 》

町内に住むおおむね 歳以上の健康
で働く意欲のある方ならどなたでも会
員になれます。
入会は随時受け付けておりますが、
月に入会に係る説明会を開催します

ので、参加を希望される方は、事前に
志賀事務所または、富来事務所までご
連絡ください。

【説明会 開催日】

富来事務所（酒見河原 ）
月 日（水） 午後 時

志賀事務所（高浜町ワ ）
月 日（水） 午後 時

事務所業務時間 月曜日 金曜日
午前 時 分 午後 時 分

お申し込み・お問い合せ
社団法人 志賀町シルバー人材センター
志賀事務所（給食センター隣）

富来事務所（地域福祉センター内）

石川県の最低賃金の改正のお知らせ

産 業 別 最 低 賃 金
最低賃金改正状況

時間額 発効年月日

紡績、染色整理、綱、網製造業 円

金属製品・一般機械器具等製造業（省略） 円

自動車・自転車製造業（省略） 円

電気 情報通信機械器具、電子部品、デバイス製造業（省略） 円

石川県百貨店、総合スーパー（ 人以上の各種商品小売業） 円

産 業 別 最 低 賃 金
最低賃金改正状況

時間額 発効年月日

紡績、染色整理、綱、網製造業

金属製品・一般機械器具等製造業（省略）

自動車・自転車製造業（省略）

電気 情報通信機械器具、電子部品、デバイス製造業（省略）

石川県百貨店、総合スーパー（ 人以上の各種商品小売業）

石川労働局 （ ）

み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
布
の
有
効
利
用
。

と

き

月

日
（
土
）

午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

の
布

枚
、

裁
縫
道
具

講

師

原
田

洋
子

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い
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《
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
》

志
賀
町
教
育
長　

青 

山   

源 

隆

「
咲
か
そ
う
学
び
あ
い
と
交
流
の
花
」

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
未
曾
有
の
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
志
賀
町
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
害
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
元
気
出
そ
う
志
賀
」
を

合
言
葉
に
町
民
の
皆
様
方
、
生
涯
学
習
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
種
団
体

の
皆
様
方
が
一
致
協
力
し
、
復
旧
、
復
興
に

ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
わ
る
と
と
も
に
、
学

習
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
青
少
年
健
全
育
成
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
花
を
力
強
く
、
大
き
く

咲
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
有
難

く
嬉
し
く
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
「
咲
か
そ
う
、
学
び
あ
い
と
交
流

の
花
」
を
テ
ー
マ
に
、
次
の
４
点
を
重
点
に

生
涯
学
習
を
力
強
く
推
進
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一　

文
化
の
花　

 

心
豊
か
な
人
づ
く
り
、

潤
い
と
楽
し
み
、
そ
し
て
感
動
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

二　

ス
ポ
ー
ツ
の
花 　

活
気
、
元
気
、
喜

び
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

三　

健
全
育
成
の
花 　

志
賀
町
の
未
来
を

担
う
宝
を
み
ん
な
の
力
で
守
り
育
て
ま

し
ょ
う
。

四　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
花 　

喜
び
も
苦
し

み
も
分
か
ち
合
い
、
助
け
励
ま
し
あ
い
、

と
も
に
生
き
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
に
は

最
も
大
切
な
精
神
で
あ
り
ま
す
。

　

志
賀
町
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
「
咲
か
そ

う
学
び
あ
い
と
交
流
の
花
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
「
心
豊
か
で
潤
い
と
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
、
ひ
と
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
全
力
を

あ
げ
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

区
長
会
、
各
地
区
公
民
館
、
文
化
協
会
、

体
育
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
女
性
団
体
協
議
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
皆
様
始
め
、
各
種
団

体
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
り
に
皆
様
方
の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
活

躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

輝かしい新春 を 迎 え て輝かしい新春 を 迎 え て

　 をテーマに志賀町生涯学習フェアが開催されます。
　当日は、午前中に体験コーナー、午後には生涯学習功労者表彰式、引き続き金城大学短期大学部教授　
丹羽　俊夫氏による記念講演が行われます。その他アトラクション、地区公民館の活動紹介コーナーや各
種講座受講生の作品展示なども行われます。入場は無料ですのでどなたでもご覧になれます。お気軽にお
出かけ下さい。

★日　時　平成２０年１月２７日 (日 )　午前 10時 30分～午後 4時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（体験コーナーは午前中のみ）
★会　場　志賀町文化ホール

【体験コーナーの申し込み】
　・切り絵　　　　　先着３０名　教材費２００円が必要です
　　　申込み先　　　志賀町生涯学習センター　　℡ 32-2970 まで ( 電話可 )
　　　申込み締切り　平成 20年 1月 18日 ( 金 )
　・お抹茶　　　　　先着５０名　教材費２００円が必要です
　　　申込み　　　　当日お茶の会場にてお申し込みください

★ 内　容　10:30 ～ 12:00　体験コーナー　(申し込みが必要です )
　　　　　　13:00 ～ 13:30　受　付
　　　　　　13:30 ～ 14:00　生涯学習功労者表彰式
　　　　　　14:00 ～ 15:30　記念講演　　講師：金城大学短期大学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本画主任教授　丹羽 俊夫 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演題：「子供を育てる家庭と地域」
　　　　　　15:30 ～ 16:00　アトラクション
　　　　　　　※作品展示、公民館活動紹介コーナー（終日）



25

意見発表「能登半島地震ともったいない」
富来高校 萬上 葉也加 さん

　

12
月
２
日
（
日
）
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
達
を
育
て
る
た
め
、
大
人

が
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
よ
う
と
い
う
考
え
方

の
も
と
「
志
賀
町
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の

集
い
、
豊
か
な
心
を
育
む
志
賀
町
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、
開
会
行
事
に
続
き
、
９
月
に
募

集
し
た
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
標
語
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
優
秀
賞
の
小
中
学
生
11
人
が
表
彰
を
う
け

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
６
校
の
代
表
児
童
、
生

徒
に
よ
る
意
見
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の

発
表
者
も
日
頃
の
思
い
や
目
標
を
熱
く
語
り
、

会
場
の
参
加
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

後
半
の「
大
人
が
変
わ
ら
ナ
イ
ト
」セ
ミ
ナ
ー

で
は
有
限
会
社
ノ
モ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表

の
笹
岡
郁
子
氏
が
「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
く
た

め
に
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、「
子
ど
も
達
が

荒
れ
る
前
に
は
、
必
ず
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
信
号
を
発
信

し
て
い
る
。
大
人
は
そ
の
信
号
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」
と
、
ご
自

身
の
体
験
を
通
し
て
10
代
の
青
少
年
の
心
の
あ

り
様
と
、
大
人
が
い
か
に
接
し
て
い
く
べ
き
か

を
具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
が
、
子
ど
も
達
が
心
豊
か

に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
学
校
や
家
庭
、
地
域

の
連
携
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆「
大
人
が
変
わ
ら
ナ
イ
ト
」セ
ミ
ナ
ー
☆

【
優
秀
賞
】
11
名

あ
り
が
と
う　

感
謝
の
心
を　

忘
れ
ず
に

志
賀
中
３
年　

山
本　

理
佳

あ
い
さ
つ
は　

心
を
満
た
す　

い
い
言
葉

富
来
中
３
年　

堀
岡　

桃
子

あ
い
さ
つ
で　

心
が
晴
れ
る　

登
下
校

志
賀
中
２
年　

牧
野　
　

郁

ゆ
ず
り
あ
い　

コ
コ
ロ
つ
な
が
る　

ヒ
ト
と
の
輪

富
来
中
２
年　

小
橋　

真
哉

あ
い
さ
つ
で　

目
指
そ
う
明
る
い　

町
づ
く
り

志
賀
中
１
年　

久
田　

李
菜

響
か
せ
よ
う　

元
気
な
あ
い
さ
つ　

あ
な
た
か
ら

富
来
中
１
年　

林　

万
梨
亜

ゆ
ず
り
あ
い　

心
や
さ
し
い　

志
賀
の
街

高
浜
小
６
年　

坪
野
心
太
朗

捨
て
な
い
で　

あ
な
た
の
心
が　

ご
み
の
や
ま

堀
松
小
６
年　

板
尾　

望
未

消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
中
の　

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー

富
来
小
６
年　

橋
谷　

泰
幸

あ
い
さ
つ
で　

心
と
心
と　

か
よ
い
あ
う

富
来
小
５
年　

前
田　
　

和

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
只
今
平
成
20
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目
か

ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
詳
し
い

資
料
を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

  

○
募
集
学
生

　

―

教
養
学
部―

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
間
在
学
し
、
希
望

　
　
　
　
　
　

す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

　
　
　
　
　
　

科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
学
士
の

　
　
　
　
　
　

学
位
の
習
得
を
目
指
す
）

　

―

大
学
院―

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
間
在
学
し
、
希
望

　
　
　
　
　
　

す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

　
　
　
　
　
　

科
目
を
履
修
）

  

○
受
付
期
間

　
　

平
成
20
年
２
月
29
日
ま
で

【
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
９
２
１―

８
８
１
２

　

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡　

０
７
６
‐
２
４
６
‐
４
０
２
９

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

http//w
w
w
.u-air.ac.jp

聞いてみませんか。　　～男女共同参画講演会～

　『男女が互いにその人権を尊重しつつ、責任も分かち合い、性別に
かかわりなく、その個性と能力を充分に発揮できること』です。男女共同参画って？？

　志賀町では、男女共同参画社会の実現をめざして活動を進めています。今年度は意識調査を実施し、現在、
男女共同参画行動計画を策定中です。
　推進活動の一環として、男女共同参画講演会を実施いたします。男性の皆様も、ぜひご参加ください。

●　日時　平成２０年１月１２日（土）　　午後２時～３時３０分
●　場所　志賀町文化ホール　１階　小ホール
 ●　  講師　　ジョブカフェ石川　エグゼクティブ・アドバイザー　　植村　まゆみ　氏
 ●　  演題　　「自分の幸せは自分で決める」　－仕事・家庭・人生・私流―　



縁
起
良
く
親
子
の
朝
蜘
蛛
並
び
し
も
然
程
さ
ほ
ど

の
事
な
く

ひ
と
日
す
ぎ
ゆ
き

東

操

陽
だ
ま
り
に
一
鉢
づ
つ
を
持
ち
来
た
り
夢
を
い
だ
き
て

手
入
れ
楽
し
む

越
後

一
子

夫
と
子
と
孫
ま
で
同
じ
其
の
声
音
こ
わ
ね

時
折
吾
は
と
ま
ど
う
事

有
り

永
田

末
子

素
晴
ら
し
き
越
前
紅
葉
満
喫
し
歌
人
気
分
の
思
い
出
楽
し作

田
志
げ
子

黄
に
染
め
て
い
ち
ょ
う
落
葉
に
も
み
じ
散
り
雨
の
舗
道
は

友
禅
も
よ
う

坂
井
外
志
子

万
葉
の
里
ゆ
く
と
こ
ろ
陽
の
射
せ
ば
か
が
や
く
紅
葉

歌
碑
い
く
つ
読
む

安
中
加
奈
子

冬
枯
れ
の
枝え

の
さ
き
の
露
か
が
や
き
て
福
野
平
野
に

朝
も
や
立
つ
な
り

田
端

正
敏

陽
や
月
を
拝
む
心
の
老
い
人

お
い
び
と

を
科
学
に
生
き
る
若
き
ら
に

伝
へ
た
し

竹
内

愛
子

墓
に
上
る
石
段
あ
つ
く
荘
厳
す
公
孫
樹

い

て

ふ

の
道
に
足
留
ま
り
ぬ

釈

致

敬

い
た
だ
き
し
ク
リ
ー
ム
手
に
塗
り
い
そ
い
そ
と
午
後
の

集
い
の
折
紙
に
行
く

向
永
い
み
子

仮
設
で
の
暑
さ
怖
さ
も
暮
れ
て
ゆ
く

高
島

和
子

歳
暮
来
て
正
月
行
く
と
子
等
電
話

赤

ふ
じ

宅
配
が
来
た
よ
御
歳
暮
か
も
知
れ
ず

田
畑

幸
子

も
う
暮
れ
か
お
寺
の
鐘
が
よ
く
ひ
び
く

西
尾

海
春

傷
癒
え
ぬ
地
震
の
亥
年
暮
れ
て
ゆ
く

平
島

凡

振
り
出
し
に
戻
れ
ぬ
人
生
暮
れ
て
ゆ
く

長
田
千
枝
子

連
休
も
写
真
で
我
慢
孫
の
顔

す
ま
い
さ
お

孫
に
や
る
お
年
玉
に
も
小
中
高

田
原
佳
代
子

ド
ク
タ
ー
に
問
わ
れ
て
解
ら
ぬ
痛
い
と
こ

古
森

勝

話
聞
く
上
手
に
最
後
結
ん
で
る

中
屋
ア
キ
子

宝
く
じ
当
れ
ば
親
戚
顔
を
出
す

小
山
ち
よ
司

暮
れ
が
来
て
予
定
の
仕
事
ま
だ
五
割

上
田

利
雄

正
月
も
近
く
な
り
し
と
松
飾
り

川
上

富
子

松
茸
を
見
て
素
通
り
す
る
我
が
サ
イ
フ

能
登

秀
雄

床
の
間
に
干
支
の
ネ
ズ
ミ
と
松
飾
る

芝
山

照
子

古
家
も
松
の
緑
で
若
返
る

平
泉

洋
子

わ
が
住
め
る
地
球
は
青
し
冬
銀
河

堀

綾
子

冬
怒
涛
能
登
は
淋
し
と
言
ふ
け
れ
ど

池
田

玲
子

一
隅
を
南
天
紅
葉
極
め
を
り

安
田
紀
美
恵

お
日
さ
ま
の
色
の
セ
ー
タ
ー
好
々
爺

前
川
美
代
子

土
大
根
抱
き
て
転
び
ぬ
幼
お
さ
な

か
な

高
岩

満

一
湾
い
ち
わ
ん

の
沖
の
泊
り
や
冬
満
月

深
美

白
鳥

風
呂
吹
の
白
極
ま
り
て
恙
つ
つ
が

な
し

堀
内

一
也

コ
ラ
ム川

柳

案

内

貝
が
ら
川
柳
社
会
長

木
村

貞
涼

川
柳
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に
あ
り
の
ま
ま
五
、
七
、
五
に
ま
と
め
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
川
柳
辞
典
に
よ
れ
ば

短
詩
型
文
芸

の
一
つ
の
形
式
に
与
え
ら
れ
た
呼
称
で
あ
り
、
形
は
十

七
音
字
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
心
の
川
柳
味
と

は
ユ
ー
モ
ア
、
風
刺
、
う
が
ち
を
主
流
と
し
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
題
は

人
間

で
あ
り
、
人

間
探
求
の
詩
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
基
本
論
で
す
。

難
し
い
理
論
は
さ
て
お
い
て
、
と
に
か
く
軽
く
一
句

作
っ
て
み
て
下
さ
い
。

コ
ラ
ム川

柳

案

内

貝
が
ら
川
柳
社
会
長

木
村

貞
涼

川
柳
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に
あ
り
の
ま
ま
五
、
七
、
五
に
ま
と
め
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
川
柳
辞
典
に
よ
れ
ば

短
詩
型
文
芸

の
一
つ
の
形
式
に
与
え
ら
れ
た
呼
称
で
あ
り
、
形
は
十

七
音
字
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
心
の
川
柳
味
と

は
ユ
ー
モ
ア
、
風
刺
、
う
が
ち
を
主
流
と
し
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
題
は

人
間

で
あ
り
、
人

間
探
求
の
詩
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
基
本
論
で
す
。

難
し
い
理
論
は
さ
て
お
い
て
、
と
に
か
く
軽
く
一
句

作
っ
て
み
て
下
さ
い
。

ね
づ
み
と
り
鼻
が
き
く
の
か
さ
け
て
ゆ
く

木
村

貞
涼

ね
ず
み
に
も
生
き
る
権
利
の
知
恵
比
べ

坂
野
か
ほ
る

金
の
な
い
話
を
ね
ず
み
聞
い
て
い
る

山
本

静
香

長
生
き
し
何
回
目
か
な
ネ
ズ
ミ
年

西
尾

善
春

飽
食
で
猫
も
ネ
ズ
ミ
に
知
ら
ぬ
顔

坂
下
二
三
子

女
房
は
勤
め
上
げ
た
り
五
十
年

遠
藤
美
朝
子

人
の
世
に
生
ま
れ
勤
め
の
エ
コ
ラ
イ
フ

石
田

雪
路

務
め
終
え
ゆ
っ
く
り
余
生
前
向
き
に

前
田

志
津

柱
時
計
我
家
の
生
き
る
様
を
知
る

上
野

初
子

ク
ラ
ス
会
カ
メ
ラ
に
向
か
い
作
る
笑
み

浮
田

玉
光

急
か
さ
れ
て
師
走
の
夜
を
編
み
い
そ
ぐ

小
松

糸
葉

冬
帽
子
大
き
く
笑
う
老
い
の
顔

石
田
沙
英
子

宝
く
じ
当
る
も
の
か
と
買
っ
て
く
る

鍛
冶
本
童
心

公
金
を
齧
る
ネ
ズ
ミ
が
多
す
ぎ
る

小
松

彰
一

枯
れ
松
で
鳥
も
ね
ぐ
ら
の
巣
も
出
来
ず

中
畑

良
則

紅
葉
へ
俺
も
仲
間
と
松
茶
色

み
や
み
ち
さ
か
し

松
に
鶴
平
穏
無
事
に
年
新
た

小
松

康
子

年
の
暮
れ
値
上
げ
の
波
に
ア
ッ
プ
ア
プ

林

ち
よ
子



初
春
や
米
寿
迎
か
え
し
内
祝

安
井
ふ
さ
の

矢
の
如
く
忌
を
重
ね
け
り
去
年
こ

ぞ

今
年
こ
と
し

長
根
尾
郁
恵

捨
て
切
れ
ぬ
欲
望
一
つ
去
年
こ

ぞ

今
年
こ
と
し

須
广
と
み
子

口
中
に
と
け
る
黒
飴
日
向
ぼ
こ

浅
野

照
子

母
卆
寿
赤
子
に
返
え
る
炬
燵
か
な

新
沢

和
子

初
詣
つ
な
ぐ
そ
の
手
に
愛
零こ
ぼ

る

藤
沢

鶴
女

ア
ル
バ
ム
を
繰
り
暖
房
の
一ひ
と

日
か
な

小
島

史
子

瞑
め
つ
む

り
て
八
十
六
回
目
の
初
湯
か
な

須
广
ひ
ろ
し

絹
ず
れ
の
笑
顔
の
弾
む
初
詣

冨
地

重
内

八
十
路
越
え
し
妻
の
寝
息
の
二
日
か
な

森
下
い
わ
お

前
者
の
轍て
つ

な
踏
み
そ

と
知
己
年
明
く
る

丸
田

歩
拙

霜
の
朝
牛
乳
立
飲
み
花
分
け
り

和
尓

蓼
石

裸
木
と
な
り
し

や
天
を
掃
く

服
部

頼
次

一
望
の
棚
田
の
里
や
年
明
く
る

大
乗

春
風

冬
の
浜
優
し
さ
ま
す
や
歌
仙
貝

川
田
ま
さ
を

電
線
に
疲
れ
を
い
や
す
渡
り
鳥

中
田

淑
子

大
根

だ
い
こ

煮
る
香
の
ほ
の
ぼ
の
と
足
る
暮
し

土
田
ま
つ
い

ラ
イ
ト
浴
び
落
葉
静
か
に
宙
を
舞
ふ

裏
田

弘
美

縄
文
の
史
跡
公
園
冬
ぬ
く
し

北
谷

芳
子

貰
い
た
る
の
ど
飴
一
つ
風
邪
心
地

土
田

清
枝

小
雪
舞
ふ
珠
洲
に
は
古
き
能
舞
台

淵
端

三
之

ほ
ど
ほ
ど
に
願
ふ
息
災
木こ

の
葉
髪
は
が
み

細
川
ふ
じ
子

夕
映
え
の
さ
ざ
な
み
に
浮
く
鳰に
お

の
群

坂
下

豊
子

冬
障
子
母
の
俤
お
も
か
げ

感
じ
を
り

大
島

朋
子

神
苑
も
寺
苑
も
銀
杏
散
る
ば
か
り

鍋
岡
美
智
子

吹
き
さ
ま
す
葛
湯
の
味
や
母
偲
ぶ

藤
勝
勇
美
子

ゆ
っ
く
り
と
予
後
を
労
は
る
柚
子
湯
か
な

吉
田

外
江

炭
火
爆
ぜ
囲
み
し
人
の
座
の
和
む

土
田
エ
ミ
子

鈴
の
音
や
大
根

だ
い
こ

托
鉢
つ
づ
く
里

雄
谷

あ
い

石
油
高
ま
き
も
使
え
る
風
呂
を
た
く

末
子

咲
き
競
う
菊
に
急
か
さ
れ
墓
詣
で

川
崎

宝
く
じ
し
ま
い
て
待
て
り
大
晦
日

浅
子

赤
く
咲
く
庭
の
山
茶
花

さ
ざ
ん
か

次
々
と
私
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
齢
の

返
り
を

み
さ
の

年
の
瀬
を
年
金
く
ら
し
つ
つ
ま
し
く
あ
と
幾
と
せ
を

す
ご
せ
る
も
の
や

千
里

プ
ラ
タ
ナ
ス
木
枯
ら
し
の
中
で
揺
れ
て
い
る
無
数
の

珠
実
命
の
息
吹

雪
門

新
し
き
年
を
迎
へ
て
ひ
た
す
ら
に
平
和
を
願
い
手
を

合
わ
す
老

智
子

傘
寿
を
む
か
え
て
思
う
事

田
中
テ
イ
子

年
寄
だ
か
ら
と
言
っ
て
人
生
を
お
り
る
事
は
な
い
。
最
後

ま
で
人
生
の
捕
虜
に
な
ら
ず
戦
い
抜
く
こ
と
が
素
敵
だ
と
思

う
人
は
、
そ
れ
を
老
人
の
み
の
醜
さ
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
す
ま
し
た
美
し
さ
よ
り
も
、
バ
タ
バ
タ
と
最
後
ま
で
抵

抗
す
る
見
苦
し
さ
の
方
が
人
間
ら
し
い
と
思
う
…
と
誰
か
の

書
い
た
記
事
を
見
た
。

で
も
、
そ
れ
は
わ
か
る
が
現
実
は
実
行
不
可
能
が
多
い
。

戦
中
戦
後
を
生
き
て
来
た
私
達
年
代
に
は
長
い
経
験
の
結
果
、

今
は
時
代
も
変
り
核
家
族
の
多
い
な
か
、
家
族
同
居
の
家
は

無
難
に
暮
ら
す
に
は
、
や
っ
ぱ
り
老
は
一
歩
引
い
て

老
人

は
何
に
で
も
口
出
し
を
せ
ぬ
事
。

が
何
よ
り
の
家
庭
円
満

の
秘
訣
だ
と
日
々
肝
に
め
い
じ
て
い
る
私
で
あ
る
。

ボ
ク
は
一
才

山
田

欣
三

ボ
ク
は
一
才

ひ
と
月
前
に

な
っ
た
ば
か
り
の

男
の
子

パ
パ
と
マ
マ

お
勤
め
だ
か
ら

帰
り
が
遅
い

ボ
ク
は
バ
ー
バ
と

毎
日
一
緒

ジ
ー
ジ
が
早
く

帰
っ
た
日
に
は

一
緒
に
お
風
呂

う
れ
し
い
な

夕
暮
れ
時
に

み
ん
な
が
揃
う

楽
し
い
は
ず
の

夕
食
が

ボ
ク
が
い
る
か
ら

大
騒
ぎ

手
づ
か
み
な
ん
か

当
り
前

皿
を
引
き
寄
せ

ひ
っ
く
り
か
え
す

み
ん
な
で
食
器

大
移
動

こ
ん
な
失
敗

二
度
三
度

夕
食
済
ん
だ

お
ひ
る
寝
し
た
が

そ
ろ
そ
ろ
眠
い

チ
ョ
ッ
ト
甘
え
て

マ
マ
抱
っ
こ

ボ
ク
は
お
家
に

帰
り
ま
す

バ
イ
バ
イ
ね

ま
た
あ
し
た

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

教教
室室

芸芸
文文

作
品
募
集



ハ
ウ
ル
の
お
話
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
着
・
お
す
す
め
の
本

ひひ
きき
のの
もも
ちち
つつ
きき

ひ
き
の
も
ち
つ
き

いい
わわ
むむ
らら

かか
ずず
おお

い
わ
む
ら

か
ず
お

おお
とと
うう
ささ
んん
、、
おお
かか
ああ
ささ
んん
、、
おお

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
お

じじ
いい
ささ
んん
、、
おお
ばば
ああ
ささ
んん
、、
そそ
しし
てて

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
そ
し
て

きき
ょょ
うう
だだ
いい

ぴぴ
きき
。。
きき
ょょ
うう
はは
おお

き
ょ
う
だ
い

ぴ
き
。
き
ょ
う
は
お

もも
ちち
つつ
きき
のの
日日
でで
すす
。。
おお
とと
うう
ささ
んん

も
ち
つ
き
の
日
で
す
。
お
と
う
さ
ん

がが
ごご
ろろ
ごご
ろろ
とと
うう
すす
をを
ここ
ろろ
がが
しし

が
ご
ろ
ご
ろ
と
う
す
を
こ
ろ
が
し

てて
きき
まま
しし
たた
。。
きき
ねね
をを
もも
っっ
てて
きき

て
き
ま
し
た
。
き
ね
を
も
っ
て
き

たた
のの
はは
だだ
れれ
かか
なな
？？
大大
きき
なな
木木
のの
中中

た
の
は
だ
れ
か
な
？
大
き
な
木
の
中

でで
暮暮
らら
すす
ねね
ずず
みみ
のの
家家
族族
、、

ひひ

で
暮
ら
す
ね
ず
み
の
家
族
、

ひ

きき
シシ
リリ
ーー
ズズ
のの
絵絵
本本
でで
すす
。。

き
シ
リ
ー
ズ
の
絵
本
で
す
。

おお
せせ
ちち
のの
おお
しし
ょょ
うう
がが
つつ

お
せ
ち
の
お
し
ょ
う
が
つ

ねね
ぎぎ
しし

れれ
いい
ここ

ね
ぎ
し

れ
い
こ

おお
せせ
ちち
りり
ょょ
うう
りり
がが
、、
みみ
んん
なな
でで

お
せ
ち
り
ょ
う
り
が
、
み
ん
な
で

かか
がが
みみ
もも
ちち
のの
家家
にに
いい
くく
ここ
とと
にに

か
が
み
も
ち
の
家
に
い
く
こ
と
に

なな
りり
まま
しし
たた
。。
重重
箱箱
のの
車車
にに
乗乗
っっ
てて

な
り
ま
し
た
。
重
箱
の
車
に
乗
っ
て

いい
るる
のの
はは

かか
ずず
のの
ここ

やや

くく
ろろ
まま

い
る
の
は

か
ず
の
こ

や

く
ろ
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

お
は
な
し
会

日
時

月

日（
水
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

上
映
会

日
時

月

日（
土
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

階
・
視
聴
覚
室

ぼ
く
ら
の
裁
判
員
物
語

（
裁
判
員
制
度
広
報
用
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

裁
判
員
制
度

も
し
も
あ
な

た
が
選
ば
れ
た
ら

（
主
演

西
村
雅
彦
）

休館日のご案内

月

日 日 日 日（月祝）
日 月 日 蔵書点検のため休館します

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 日 日 日（月祝）
日 月 日 蔵書点検のため休館します

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お問い合わせ

おお
家家
ささ
んん
上上
下下

玉玉
岡岡
かか
おお
るる

お
家
さ
ん
上
下

玉
岡
か
お
る

ダダ
イイ
イイ
ンン
ググ
アア
イイ
東東
野野

圭圭
吾吾

ダ
イ
イ
ン
グ
ア
イ
東
野

圭
吾

宮宮
本本
輝輝
全全
短短
篇篇
上上
下下

宮
本
輝
全
短
篇
上
下宮宮

本本

輝輝

宮
本

輝

野野
菜菜
づづ
くく
りり
大大
図図
鑑鑑

野
菜
づ
く
り
大
図
鑑

藤藤
田田

智智

藤
田

智

月 コース 場 所 ・ 時 間

日
（水）

熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

日（木） はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火） 稗 造
東小室バス停
鵜野屋バス停

日（水） 保育所
ますほ保育園
とぎ保育園

日（金） 志賀町デイサービスセンター

東増穂

蔵書点検中の移動図書館
はお休みします

西増穂

西 海
西 浦

富 来

月 コース 場 所 ・ 時 間

日
（水）

日（木）

日（金）

日（火）

日（水）

日（金）

─ 特別整理期間 休館のお知らせ ─

月 日（月） 月 日（金）

蔵書点検のため休館します

返却し忘れている本・雑誌・ ・ビデオ・
等はありませんか？ありましたらお早めに返

却をお願いします。休館中の返却はブックポスト
をご利用ください。ご迷惑をおかけしますが、皆
様のご協力をお願いします。

月 日（土）から通常どおり開館します。

新
着
の
本

めめ
。。向向
ここ
うう
かか
らら
やや
っっ
てて
くく
るる
のの
はは

め
。向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
の
は

ここ
ぶぶ
まま
きき

だだ
てて
まま
きき
、、
空空
をを
飛飛

こ
ぶ
ま
き

だ
て
ま
き
、
空
を
飛

んん
でで
きき
たた
のの
はは
くく
りり
きき
んん
とと
んん
！！

ん
で
き
た
の
は
く
り
き
ん
と
ん
！

おお
せせ
ちち
りり
ょょ
うう
りり
のの
由由
来来
がが
わわ
かか
るる
、、

お
せ
ち
り
ょ
う
り
の
由
来
が
わ
か
る
、

楽楽
しし
いい
絵絵
本本
でで
すす
。。

楽
し
い
絵
本
で
す
。

北北
欧欧
のの
かか
わわ
いい
いい
ああ
みみ
もも
のの

北
欧
の
か
わ
い
い
あ
み
も
の

ミミ
トト
ンン
・・
くく
つつ
下下
・・
帽帽
子子

ミ
ト
ン
・
く
つ
下
・
帽
子

日日
本本
ヴヴ
ォォ
ーー
ググ
社社

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

北北
欧欧
でで
はは
編編
みみ
物物
がが
とと
っっ
てて
もも
盛盛
んん
。。

北
欧
で
は
編
み
物
が
と
っ
て
も
盛
ん
。

遠遠
いい
異異
国国
にに
思思
いい
をを
はは
せせ
なな
がが
らら
、、

遠
い
異
国
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

とと
きき
にに
はは
じじ
っっ
くく
りり
時時
間間
をを
かか
けけ
てて

と
き
に
は
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

手手
編編
みみ
をを
楽楽
しし
んん
でで
みみ
てて
下下
ささ
いい
。。

手
編
み
を
楽
し
ん
で
み
て
下
さ
い
。

魔魔
物物

上上
・・
下下

大大
沢沢

在在
昌昌

魔
物

上
・
下

大
沢

在
昌

いい
っっ
そそ
悪悪
女女

唯唯
川川

恵恵

い
っ
そ
悪
女

唯
川

恵

ゴゴ
ーー
ルル
デデ
ンン
スス
ララ
ンン
ババ
ーー

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー

伊伊
坂坂
幸幸
太太
郎郎

伊
坂
幸
太
郎



1 月 1日（火）～ 3日（木）
14日（月）、20日（日）　　

●志賀町児童館
32-1724

29

　

女
の
子
13
名
で
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
壁
掛
け
を
作
り
ま
し
た
。
麻
布
に

小
枝
で
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、
千
日

紅
、
野
い
ば
ら
の
赤
い
実
、
ポ
プ
リ

等
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
「
枝
も
お
花
も
色
、
形
、
大
き

さ
が
一
つ
一
つ
違
っ
て
い
る
ね
」
と

小
さ
な
発
見
を
し
な
が
ら
、
配
置
を

考
え
、
自
然
の
素
材
を
い
か
し
、
素

朴
で
味
わ
い
の
あ
る
壁
掛
け
に
な
り

ま
し
た
。

　

切
り
絵
教
室
２
回
目
。
切
り
絵
の

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
思
い
思
い
の
絵
柄

を
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
抜
き
、
色
と
り

ど
り
の
和
紙
を
組
み
合
わ
せ
、
貼
っ

て
い
く
と
い
う
細
か
い
手
作
業
を
体

験
。
ど
の
子
も
カ
ッ
タ
ー
に
す
ぐ
慣

れ
、
真
剣
な
表
情
で
簡
単
な
も
の
か

ら
椿
、
ば
ら
と
い
っ
た
高
度
な
も
の

ま
で
器
用
に
切
り
抜
い
て
い
き
ま

　

12
月
１
日
、
日
本
の
遊
び
文
化
教

室
が
開
か
れ
、
県
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
方
よ
り
「
旗
源
平
」
を
教
わ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
平
家
と

源
氏
に
分
か
れ
て
、
サ
イ
コ
ロ
の
出

た
目
で
旗
を
取
り
合
い
ま
す
。
慣
れ

る
に
つ
れ
、
サ
イ
コ
ロ
を
振
る
手
、

声
に
も
し
だ
い
に
気
合
い
が
は
い
り

「
う
め
が
い
ち
」「
し
の
に
」
と
大
声

で
は
や
し
な
が
ら
、
金
沢
の
伝
統
的

遊
び
、
旗
源
平
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ち
ら
し
で
作
っ
た
紙
ビ
ー

ズ
、
じ
ゅ
ず
玉
、
貝
な
ど
、
身
近
な

素
材
を
丁
寧
に
つ
な
い
で
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
た
。「
か
ば
ん
に
つ
け

た
い
な
」「
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
と

　

７
枚
、
７
色
の
折
り
紙
で
万
華
鏡

を
作
り
ま
し
た
。
向
永
い
み
子
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
、
７
枚
の
折
り
紙

で
パ
ー
ツ
を
折
り
、
の
り
で
貼
り
合

わ
せ
て
い
き
ま
す
「
指
先
で
し
っ
か

り
折
り
す
じ
を
つ
け
て
か
ら
組
ん
で

ね
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
ど
の

子
も
一
所
懸
命
折
り
す
じ
を
つ
け
、

知
恵
と
忍
耐
で
立
体
の
美
し
い
万
華

鏡
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
平
面
の
紙

か
ら
立
体
の
動
く
万
華
鏡
へ
の
変
身

に
「
と
っ
て
も
き
れ
い
」
と
驚
き
の

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

切
り
絵
教
室

日
本
の
遊
び
文
化
教
室

★申し込み、お問い合わせは　　志賀町児童館まで　℡   32-1724

　

新
春
、
児
童
館
で
は
正
月
遊
び
、

な
わ
と
び
、
オ
セ
ロ
の
大
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
賞
品
を
た
く

さ
ん
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
遊
ん
で
寒
い
冬
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

移
動
児
童
館

　

今
月
の
移
動
児
童
館
は
堀
松
地
域

で
す
。
１
月
19
日
（
土
）
10
時
よ
り

堀
松
公
民
館
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

（
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
）
と
ニ
キ
ー
チ

ン
積
み
木
遊
び
を
行
い
ま
す
。
多
数

参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

 

万
華
鏡
作
り

自
分
だ
け

の
手
作
り

ス
ト
ラ
ッ

プ
に
嬉
し

そ
う
で
し

た
。

す
。「
力
が
は
い
り
す
ぎ
て
破
れ
た
」

と
言
い
な
が
ら
も
色
々
な
絵
柄
に
ト

ラ
イ
。
迎
春
に
ふ
さ
わ
し
い
色
彩
豊

か
な
美
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
り
ま

し
た.

。

１月　６日（日）　正月遊び　　　       １３：３０～
１月　９日（水）　オカリナ教室　       １５：００～　
１月12日（土）　なわとび大会　       １３：３０～
１月19日（土）　移動児童館（堀松公民館）　１０：００～
１月26日（土）　日本の遊び文化教室 １０：００～　　
　　　　　　　（リボンフラワー・昔の遊び）
１月27日（日）　オセロ大会　　       １３：３０～



担
当
地
区

氏

名

高 浜

区

区

竹
田

恒
雄

区

区

岡
部

和
美

区

区

岡
山

法
子

区

区

平
澤

勇

区

区
・

区

池
上

明
治

旭
ヶ
丘
東
旭

新
谷

明
美

は
ま
な
す

岡
島

正
子

新
大
念
寺
・
あ
す
な
ろ

後
道

由
幸

志加浦

川
尻
町

平
野

久
子

安
部
屋
営
団

椿
紅

萩
乃

志
賀
の
郷
健
康
村

ロ
イ
ヤ
ル
シ
テ
ィ

表

幸
子

上

野

松
本

力
藏

大
津
・
小
浦

山
瀬

和
子

百

浦

畠
中
美
津
江

赤
住
北
電
寮

は
ま
な
す
園

坂
下

律
子

堀 松

堀
松
緑
ヶ
丘

角
田

治
美

梨
谷
小
山

藤
井

栄
子

清
水
今
江
北
吉
田

松
嶋

政
子

末

吉

和
泉

利
子

末

吉

河
野

政
美

神
代
矢
蔵
谷

藤
井

弘
子

上熊野

長
田
釈
迦
堂

平
野
カ
ズ
ヱ

直
海
促
進
住
宅

北
谷

康
子

米
町
小
室
松
木

浦

外
明

田
原
五
里
峠

松
本
美
津
子

大
笹
牛
ヶ
首

猪
谷

障
子
口
サ
チ
子

土 田

徳
田

澤
田

芳
男

徳
田

石
田
久
美
子

舘
開

田
中

綾
子

担
当
地
区

氏

名

高 浜

区

区

区

区

区

区

区

区

区

区
・

区

旭
ヶ
丘
東
旭

は
ま
な
す

新
大
念
寺
・
あ
す
な
ろ

志加浦

川
尻
町

安
部
屋
営
団

志
賀
の
郷
健
康
村

ロ
イ
ヤ
ル
シ
テ
ィ

上

野

大
津
・
小
浦

百

浦

赤
住
北
電
寮

は
ま
な
す
園

堀 松

堀
松
緑
ヶ
丘

梨
谷
小
山

清
水
今
江
北
吉
田

末

吉

末

吉

神
代
矢
蔵
谷

上熊野

長
田
釈
迦
堂

直
海
促
進
住
宅

米
町
小
室
松
木

田
原
五
里
峠

大
笹
牛
ヶ
首

猪
谷

土 田

徳
田

徳
田

舘
開

担
当
地
区

氏

名

土 田

出
雲
火
打
谷

谷

洋
子

矢
田
印
内

岡
田

昭
一

代
田
新
林

岡
田

照
子

牧
山
仏
木

坪
井

順
成

谷
屋
栗
山

小
道
三
代
司

加 茂

矢

駄

西
村
芙
美
江

倉

垣

谷
内

幹
夫

安
津
見

新
明

澄
子

下甘田

東
谷
内
上
棚

徳
山
外
美
子

二
所
宮

安
中

悦
子

福
井
舘

山

功

米
浜
大
坂
穴
口

大
島

友
子

中甘田

大

島

木
村

邦
子

長

沢

谷
野

暢
子

福
野
・
宿
女

的
場
美
和
子

岩
田
・
坪
野

乙
地

晴
江

甘

田

田
口

秋
子

福浦

福
浦
港

加
藤

勇
雄

福
浦
港

今
本
美
智
代

熊 野
豊
後
名
中
山
日
下
田

坂
本

和
美

草
木
・
日
用
町
居

高
島

義
則

三
明
中
畠

坂
田

幸
枝

荒
屋
谷
神
六
実

山
口

町
子

富 来

富
来
地
頭
町

橋
谷

昭
江

富
来
地
頭
町

宮
本
和
香
子

富
来
領
家
町

寺
井

康
人

富
来
領
家
町

川
村
久
美
子

富
来
領
家
町

松
村

和
子

富
来
高
田

石
田

文
富

担
当
地
区

氏

名

土 田

出
雲
火
打
谷

矢
田
印
内

代
田
新
林

牧
山
仏
木

谷
屋
栗
山

加 茂

矢

駄

倉

垣

安
津
見

下甘田

東
谷
内
上
棚

二
所
宮

福
井
舘

米
浜
大
坂
穴
口

中甘田

大

島

長

沢

福
野
・
宿
女

岩
田
・
坪
野

甘

田

福浦

福
浦
港

福
浦
港

熊 野
豊
後
名
中
山
日
下
田

草
木
・
日
用
町
居

三
明
中
畠

荒
屋
谷
神
六
実

富 来

富
来
地
頭
町

富
来
地
頭
町

富
来
領
家
町

富
来
領
家
町

富
来
領
家
町

富
来
高
田

担
当
地
区

氏

名

富来
富
来
七
海
富
来

生
神
富
来
牛
下

屋
敷

陽
子

稗 造

広
地
東
小
室

坂
下

利
隆

貝
田
大
西

江
添
田
中

川
田
み
つ
子

和
田
・
今
田

山
本
ま
ゆ
み

尊
保
楚
和
灯

阿
川
入
釜

鋪
村

一
男

鵜
野
屋
・
地
保

切
留

鵜
之
家
元
彰

東増穂
八
幡
八
幡
座
主

中
泉

曽
原
美
津
子

里
本
江

畑
中

政
徳

中
浜
給
分

大
鳥
居

岡

雅
博

相
神
草
江

多
田

利
昭

西増穂

酒
見
香
能

辻

一
盛

酒

見

酒
田
乃
夫
子

稲
敷
・
栢
木

西

道
雄

大
福
寺

大
場
三
枝
子

西 海

西
海
風
戸

黒

紀
男

西
海
風
無

薄
川

昭
男

西
海
風
無

大
崎

吉
憲

西
海
千
浦

西
海
久
喜

奥

光
男

西 浦
赤
崎
・
小
窪

山
下
美
千
代

鹿

頭

町
居

俊
江

笹

波

中
称
か
ね
子

前

浜

上
田

孝
子

主
任
児
童
委
員

氏

名

住

所

全 域

中
坪

佳
子

直

海

坂
下

玲
子

舘

開

原

和
子

末

吉

竹
内
と
よ
子

富
来
領
家
町

磯
部
美
知
子

里
本
江

担
当
地
区

氏

名

富来
富
来
七
海
富
来

生
神
富
来
牛
下

稗 造

広
地
東
小
室

貝
田
大
西

江
添
田
中

和
田
・
今
田

尊
保
楚
和
灯

阿
川
入
釜

鵜
野
屋
・
地
保

切
留

東増穂
八
幡
八
幡
座
主

中
泉

里
本
江

中
浜
給
分

大
鳥
居

相
神
草
江

西増穂

酒
見
香
能

酒

見

稲
敷
・
栢
木

大
福
寺

西 海

西
海
風
戸

西
海
風
無

西
海
風
無

西
海
千
浦

西
海
久
喜

西 浦
赤
崎
・
小
窪

鹿

頭

笹

波

前

浜氏

名

住

所

全 域

中
坪

佳
子

直

海

坂
下

玲
子

舘

開

原

和
子

末

吉

竹
内
と
よ
子

富
来
領
家
町

磯
部
美
知
子

里
本
江

民
生
児
童
委
員
は
地
域
社
会
の
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
、
児
童
、
障
害

者
、
高
齢
者
等
の
こ
と
で
問
題
を
か

か
え
て
い
る
人
々
に
、
相
談
・
援

助
・
情
報
提
供
を
行
う
地
域
の
奉
仕

者
で
す
。

こ
の
た
び
、
三
年
に
一
度
の
改
選

が
行
わ
れ
、
下
記
の
方
々
が
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
民

生
委
員
法
に
基
づ
く
民
生
委
員
と
、

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童
委
員
を

兼
任
し
て
い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

的
に
行
う
主
任
児
童
委
員
も
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

志
賀
町
健
康
福
祉
課

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

子
育
て
支
援
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

志
賀
町
保
育
園
苦
情
解
決
第
三
者

委
員
が
、
下
記
の
主
任
児
童
委
員
の

方
々
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
園

を
ご
利
用
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
を
受
付
し
、
助
言
や
立

会
い
に
よ
り
解
決
す
る
た
め
の
委
員

で
す
。

任
期
は
平
成

年

月

日
か
ら

平
成

年

月

日
ま
で
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
各
公
立
保
育
園
ま

た
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

高
浜
保
育
園

志
加
浦
保
育
園

上
熊
野
保
育
園

土
田
保
育
園

加
茂
保
育
園

下
甘
田
保
育
園

中
甘
田
保
育
園

と
ぎ
保
育
園

ま
す
ほ
保
育
園

子
育
て
支
援
課

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
町
の
民
生
児
童
委
員
で
す
。



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳 ヵ月児 月 日（木） 平成 年
月生まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

月 日（月）、
日（月）、 日（月） と

毎週金曜日 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木）

げんキッズ広場 毎週火 金曜日 志

ゆう遊クラブ
月 日（火） 志

月 日（火） 富

プレママクラブ 月 日（火） 妊婦の方 志

もぐもぐ教室 月 日（木） 歳未満の乳児 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。
希望される方は、保健福祉センターまでご連絡ください。

【対象者】脳卒中後遺症等で日常
生活が概ね自立している方

初めての方は事前に保健福祉センターまでご相談ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月児健診受診後
生後 カ月未満 志

ポリオ予防接種 月 日（水） カ月児健診受診後
生後 歳 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】
ポ予予 防防 接接 種種予 防 接 種



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
地
・
借
家
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）

第

賃
借
人
が
支
払
う
費
用
に
つ
い
て

家
賃
の
支
払
時
期
は
、
民
法

条
で
は

毎
月

末

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
規

定
は
、
こ
れ
に
反
す
る
特
約
を
つ
け
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
任
意
規
定
で
、
実
際
の
賃
貸
借
契
約
書
で

は
前
月
末
日
払
い
と
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
契
約
書
に
こ
の
よ
う

な
家
賃
前
払
い
と
の
特
約
が
な
け
れ
ば
、
民
法
の

規
定
ど
お
り
後
払
い
で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
賃
の
前
払
い
方
式
を
と
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
た
の
は
、
家
主
が
家
賃
を
遅
滞
な
く
得
る
た
め

に
、
賃
貸
借
契
約
書
に
前
払
い
条
項
を
入
れ
る
こ

と
が
一
般
化
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

月
の
中
途
で
契
約
す
る
場
合
は
、

ヶ
月
分
の

家
賃
を
支
払
う
の
か
、
当
月
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
の

か
、
日
割
計
算
で
支
払
う
の
か
は
、
家
主
と
賃
借

人
の
契
約
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
賃
貸
借
契
約

書
に
定
め
る
場
合
は
、

日
割
り
計
算
を
し
て
支

払
う

と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

賃
貸
借
契
約
書
で
何
も
定
め
ず
、
口
頭
で
も
約
束

し
な
か
っ
た
場
合
も
、
日
割
計
算
を
す
る
の
が
通

例
で
す
。

共
益
費（
管
理
費
）は
定
額
と
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
の
内
訳
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ア

家
賃
は
な
ぜ
前
払
い
さ
せ
る
の
で
す
か
。

月
の
中
途
で
契
約
す
る
場
合
は
ど
の
よ
う
に

計
算
す
る
の
で
す
か
。

共
益
費（
管
理
費
）は
な
ぜ
物
件
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
の
で
す
か
。

パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
共
用
部
分
の

電
気
料
、
水
道
料
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
し
、
管
理

人
を
置
い
て
管
理
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
費
用

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
実
費
に
基
づ
く
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
家

主
の
手
数
料（
管
理
の
手
間
賃
）も
含
ま
れ
て
い
る

の
が
普
通
で
す
。
こ
れ
ら
の
実
費
や
手
数
料
な
ど

を
す
べ
て
含
め
て
家
賃
を
決
め
れ
ば
共
益
費（
管

理
費
）は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
し
、逆
に
、共
益
費（
管

理
費
）を
高
く
定
め
て
家
賃
を
低
く
す
る
ケ
ー
ス

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、共
益
費（
管

理
費
）は
、そ
の
性
格
が
一
様
で
は
な
く
、
実
費
に

基
づ
か
な
い
部
分
を
含
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
そ
の

金
額
に
も
大
き
な
差
異
が
あ
り
ま
す
。共
益
費（
管

理
費
）の
金
額
は
、
家
賃
と
同
様
に
、
家
主
と
賃

借
人
の
約
束
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

共
益
費（
管
理
費
）の
支
払
時
期
は
、
家
主
と
賃

借
人
の
約
束（
契
約
）に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
も
の

で
す
か
ら
、
前
払
い
に
し
て
も
後
払
い
に
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

礼
金（
権
利
金
）の
性
質
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
一

般
に
、
営
業
用
店
舗
の
場
合
は
、
営
業
上
の
利
益

の
対
価
と
し
て
の
性
質
が
強
く
、
居
住
用
家
屋
の

場
合
は
、
家
賃
の
一
部
の
一
括
前
払
い
と
し
て
の

性
質
が
強
い
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
賃
貸
借
契

約
書
で
、
賃
借
権
の
譲
渡
・
転
貸
を
あ
ら
か
じ
め

共
益
費（
管
理
費
）は
前
払
い
で
す
か
後
払
い

で
す
か

建
物
を
借
り
る
と
き
の
礼
金
（
権
利
金
）
と

は
何
で
す
か
。

弁護士（元検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、横浜地検、名古屋地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯等数多く
の事件を担当。また、高等検察庁検事として、若手検事の指導育成
にも当たる。平成 年 月、 年の検事生活を終え、愛知県弁護士
会に弁護士登録。あすなろ法律事務所という名称で法律事務所を開
設し、弁護士として活動。弁護士会では、刑事弁護委員会、民事暴
力対策委員会、被害者対策委員会、業務対策委員会に所属。
平成 年 月から愛知学院法科大学院特任教授に就任。その他愛
知県警察学校などで講師



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

ョ
ン
な
ど
を
賃
貸
借
す
る
際
に
賃
借
人
が
家
主
に

預
け
、
賃
貸
人
が
終
了
し
て
明
け
渡
し
が
完
了
し

た
と
き
に
返
還
さ
れ
る
お
金
で
す
。
敷
金
が
家
賃

の
数
ヶ
月
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
は
る
か
に
高
額

で
あ
る
の
が
ふ
つ
う
で
す
。
保
証
金
は
、
一
般
的

に
は
、
敷
金
・
貸
付
金
・
権
利
金
な
ど
の
い
ず
れ

か
、
ま
た
は
こ
れ
ら
を
併
せ
た
性
質
が
あ
る
と
さ

れ
、
そ
の
性
質
は
一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
貸

借
契
約
で
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
に
よ
っ
て
、
保

証
金
の
性
質
、
取
扱
い
が
決
ま
り
ま
す
。
保
証
金

は
賃
借
人
の
債
務
を
保
証
す
る
旨
を
、
契
約
で
定

め
て
お
く
こ
と
が
通
常
で
す
が
、
こ
れ
は
敷
金
と

同
様
の
性
質
を
持
た
せ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
保

証
金
を
預
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
主
は
賃
借
人

か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
無
利
息
貸
付
を
受
付
け
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
一
定
割
合
ま
た
は
一
定
金

額
を
償
却
し
て
そ
の
残
額
を
返
還
す
る
、
と
定
め

ら
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
す
。毎
年
一
定
割
合（
金

額
）
を
償
却
し
て
い
く
方
法
と
、
経
過
年
数
に
関

係
な
く
一
定
割
合（
金
額
）を
償
却
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
保
証
金
は
短
期
間
で
解
約
し
た

と
し
て
も
、
一
定
割
合
（
金
額
）
の
償
却
が
な
さ

れ
る
定
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

地
代
を
い
く
ら
に
す
る
か
は
地
主
の
自
由
で
す
。

法
律
で
定
め
ら
れ
た
何
ら
か
の
方
法
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
代
が
あ
ま
り
に
高
額
で
あ

る
と
、
借
り
手
が
つ
か
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と

で
す
。
提
示
し
た
地
代
が
妥
当
か
ど
う
か
は
借
り

手
が
判
断
し
、
土
地
を
借
り
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
通
常
は
、
地
主
が
近
隣
の

地
代
や
利
用
目
的
な
ど
を
参
考
に
し
て
地
代
を
決

定
し
、
借
り
手
と
な
る
人
に
提
示
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
地
代
は
地
主
が
自
由
に
決
定
で
き
る
、
と

言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
い
っ
た
ん
地
主
と
賃
借
人
が

地
代
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

家
主
が
承
諾
す
る
旨
を
定
め
、
そ
の
対
価
と
し
て

賃
借
人
が
礼
金（
権
利
金
）を
支
払
う
こ
と
が
明
記

さ
れ
た
場
合
は
、
礼
金
に
そ
の
よ
う
な
特
別
の
性

質
を
持
た
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
礼
金（
権
利

金
）は
、
特
別
の
約
束
が
な
い
限
り
返
還
さ
れ
な

い
の
が
通
例
で
す
。
し
か
し
、
賃
貸
借
期
間
の
途

中
で
賃
貸
借
が
終
了
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
賃
貸

借
期
間
の
定
め
が
な
く
て
き
わ
め
て
短
期
間
で
終

了
し
た
場
合
に
は
、
礼
金（
権
利
金
）の
一
部
の
返

還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

仲
介
業
者
の
手
数
料
は
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
建
物

の
賃
貸
借
を
仲
介
し
た
場
合
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

宅
地
建
物
取
引
業
法

条
に
よ
り
上
限
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
居
住
用
の
建
物
の
賃
貸
借
の
仲
介

で
は
、
依
頼
者
の
一
方
か
ら
受
け
る
報
酬
の
上
限

は
、
依
頼
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、

家
賃

ヶ
月
分
の

分
の
一
で
す
。

敷
金
は
、
賃
借
人
の
債
務
を
担
保
す
る
た
め
に

家
主
が
賃
貸
借
契
約
書
に
賃
借
人
か
ら
預
り
、
賃

貸
借
が
終
了
し
て
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

を
明
け
渡
し
た
と
き
に
返
還
さ
れ
る
お
金
で
す
。

す
な
わ
ち
、
家
主
は
、
賃
借
人
が
滞
納
し
て
い
る

家
賃
や
、
賃
借
人
の
不
注
意
で
家
屋
を
傷
つ
け
た

こ
と
に
よ
る
損
害
金
な
ど
を
差
引
い
て
、
賃
貸
借

終
了
時
に
賃
借
人
に
敷
金
を
返
還
し
ま
す
。
ま
た
、

賃
貸
借
契
約
が
終
了
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
借

人
が
家
屋
を
明
け
渡
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
損

害
金
な
ど
も
、
敷
金
か
ら
差
し
引
け
ま
す
。
特
別
、

何
も
な
け
れ
ば
全
額
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

保
証
金
は
、
通
常
は
、
事
務
所
ビ
ル
、
マ
ン
シ

仲
介
業
者
の
手
数
料
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

建
物
を
借
り
る
と
き
の
敷
金
は
ど
う
考
え
れ

ば
よ
い
で
す
か
。

保
証
金
は
ど
う
で
す
か
。

合
意
し
た
地
代
を
増
額
す
る
場
合
は
、
地
主
が
新

し
い
地
代
（
増
額
後
の
地
代
）
を
自
由
に
決
定
で

き
る
、
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
契
約
で
金
額
が
決
定

さ
れ
た
地
代
を
改
定
す
る
の
で
す
か
ら
、
相
手
方

で
あ
る
賃
借
人
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
賃
借
人
が

増
額
に
応
じ
な
い
場
合
は
地
代
が
供
託
さ
れ
る
、

と
言
う
問
題
も
発
生
し
ま
す
。

土
地
の
賃
貸
借
は
、
地
主（
貸
主
）が
相
手
に
土

地
を
使
わ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
、
賃
借
人
が
使
用

の
対
価
で
あ
る
賃
料
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
わ
け
で
す
が
、
賃
料

は
現
金
に
限
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ

ち
、
土
地
を
使
用
す
る
対
価
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で

す
か
ら
、
地
主
と
賃
借
人
の
合
意
に
よ
っ
て
、
お

金
以
外
の
も
の（
例
え
ば
、
約
束
手
形
や
労
働
力

の
提
供
、
作
物
な
ど
）と
定
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

賃
貸
借
は
、
賃
借
人
が
土
地
の
使
用
の
対
価
と
し

て
の
賃
料
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
し
ま
す
が
、
そ
の
支
払
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
地
主
と
賃
借
人
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
支
払
時

期
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
毎
月
末
日
ま
で
に
次
の

月
の
地
代
を
払
う（
月
額
前
払
い
）

年
に

回
払

う（
年
次
の
前
あ
る
は
後
払
い
）ま
た
支
払
方
法
・

場
所
に
つ
い
て
も
、
地
主
が
取
り
に
来
る
・
賃
借

人
が
地
主
に
持
参
す
る
、
あ
る
い
は
銀
行
振
込
に

す
る
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
地
主
と
賃
借
人
の
間
で
自
由
に
決
定
し

て
よ
い
の
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
何
の
定
め
も
な
い
場
合
は
、
宅
地
に
つ
い
て
は

賃
借
人
が
そ
の
月
の
分
を
毎
月
末
日
に
地
主
の
と

こ
ろ
に
持
参
し
て
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
代
の
支
払
方
法
、
支
払
時
期
な
ど
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。



お問い合わせ先お問い合わせ先

必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
都合により内容を変更する場合があります。

中能登の民話
月 日（金） 日（木）

中能登に昔から伝わる 文化財 の写真展です。

北陸電力 アリス館志賀

新春イベント
月 日（土） 日（日）

須単負スタンプラリー や なぞなぞ でガチャガチャのチ
ャンスをゲットしよう 開運おみくじ や 日替わり工作
などお楽しみいっぱい。
日はくまっこ隊さんの おはなし会 があるよ。
年も楽しいイベントを用意してま す

アリス館に遊びに来てね

節 分 工 作
月 日（金） 月 日（日）

陽気な おにマラカス を作ろう

冬のとくべつ工作
月の土・日限定（イベント日は除く）

何を作るかはアリス館に来てからのお楽しみだよ

農業委員会委員選挙人名簿の登載申請について

平成 年 月 日現在で調整する農業委員会委員選挙人名簿の登載申請書は、 月中

旬に区長（生産組合長）を通じて配布します。地区ごとに取りまとめのうえ、 月 日まで

に農業委員会事務局まで提出してください。

平成 年 月 日現在で町内に住所があり、昭和 年 月 日以前に出生した方で、

次の のいずれかに該当する方

アール以上の農地を耕作している方

の者の同居の親族か配偶者で、年間 日以上農地耕作に従事している方

詳細については、お近くの農業委員又は委員会事務局（ ）まで

お問い合せください。

農業委員会委員選挙人名簿の登載申請について

平成 年 月 日現在で調整する農業委員会委員選挙人名簿の登載申請書は、 月中

旬に区長（生産組合長）を通じて配布します。地区ごとに取りまとめのうえ、 月 日まで

に農業委員会事務局まで提出してください。

平成 年 月 日現在で町内に住所があり、昭和 年 月 日以前に出生した方で、

次の のいずれかに該当する方

アール以上の農地を耕作している方

の者の同居の親族か配偶者で、年間 日以上農地耕作に従事している方

詳細については、お近くの農業委員又は委員会事務局（ ）まで

お問い合せください。

選挙人名簿に登録される方



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

総人口 ， 人
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氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

板
尾
千
代
枝

古
谷
む
つ

登
美
枝

福
嶋

枝

神
田

秀
雄

河
内

義

山
下

金
吾

岩
本

松
雄

竹
田

久
助

干
場
ト
ヨ
子

川
島

れ

谷
川

粂
三

仙

み
よ

山
本
喜
久
男

西
村
は
つ
い

中
本

良
雄

小
馬

清
子

福
田
吉
太
郎

中
島

益
生

宮
嶋
セ
ツ
子

木
下

政
子

竹
内
ハ
ツ
イ

小
滝

重

間
谷

そ
と

稲
岡
美
代
子

堀

昭
三

池
端

ゆ
き

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

末

吉

北
吉
田

高
浜
町

火
打
谷

坪

野

徳

田

富
来
地
頭
町

高
浜
町

入

釜

大
福
寺

鹿

頭

火
打
谷

福

野

相

神

矢

駄

福
浦
港

富
来
領
家
町

印

内

仏

木

西
海
風
戸

末

吉

大

福

西
海
風
戸

坪

野

代

田

西
海
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氏

名

年
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本
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ま
た
は
住
所

月月 日日現現在在月 日現在

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所
日

（火 祝）
平場内科クリニック 羽咋市中央町

高 田 薬 局 羽咋市川原町
田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町

日
（水）

松沼医院 宝達志水町敷波
志賀クリニック 志賀町高浜町

日
（木）

羽咋診療所 羽咋市柳橋町
四蔵医院 志賀町仏木

日
（日）

松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下町
は く い 薬 局 羽咋市的場町

河崎医院 志賀町高浜町
日

（日）
新谷医院 志賀町末吉畷

くすりのまき薬局 宝達志水町今浜
いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町

日
（月 祝）

前川医院 羽咋市酒井町
押水瑠璃光薬局 宝達志水町門前

池野整形外科医院 志賀町高浜町
日

（日）
羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町

志雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市
岡田医院 志賀町富来領家町

日
（日）

疋島クリニック 羽咋市旭町
羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田

ひよりクリニック 志賀町富来地頭町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所
日

（火 祝）
平場内科クリニック

高 田 薬 局
） 田村眼科クリニック

日
（水）

松沼医院
志賀クリニック

日
（木）

羽咋診療所
四蔵医院

日
（日）

松江外科胃腸科医院
は く い 薬 局

河崎医院
日

（日）
新谷医院

くすりのまき薬局
いがわ内科クリニック

日
（月 祝）

前川医院
押水瑠璃光薬局

） 池野整形外科医院
日

（日）
羽咋池野整形外科医院

志雄瑠璃光薬局
岡田医院

日
（日）

疋島クリニック
羽咋菜の花薬局

ひよりクリニック

氏

名

保
護
者
名
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矢

駄
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山

彩
音
あ
や
ね

祐

樹

愛

子

徳

田

氏

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所
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悟
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介
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い
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【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。



菊田　庄瑛ちゃん ( 高浜町 )
お姉ちゃんと仲良く。
優しく元気な子に育ってね。
　

　　　　両親より
( 父 : 庄洋　母 : 奈津恵 )

しょうえい
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住民課窓口業務を土曜日も行います。住民課窓口業務を土曜日も行います。

　町では、役場の通常業務時間 (月曜日から金曜日、午前８時３０分から午後５時３０分 )
に仕事の都合などで役場に来られない方の利便を図るため、毎週金曜日の時間延長を
行ってきましたがご利用が少なかったので金曜日の窓口延長は廃止し、土曜日の試行
を行います。どうぞご利用下さい。

◎窓口での本人確認にご協力を‼
　　本人の知らない間に戸籍や住民票の悪用を目的とした虚偽 (うそ、いつわり )の届出を第三者が行う
という事件が全国的に相次ぎ、社会問題となっています。

　　当町でも虚偽の届出及び各種証明書の交付等を防止するため、本人確認をさせていただいております。
　役場住民課窓口へいらっしゃるときは、必ず印鑑と運転免許証か健康保険証など、公的身分証明書をお
持ち下さい。

【対象窓口】住民課の戸籍住民関係窓口
【取扱業務】戸籍、住民票、印鑑証明、所得証明、納税証明 (個人 )
                 の発行業務

　　✿土曜日の印鑑登録は本人が運転免許証等の顔写真つき公的身分
　　　証明書をお持ちになった場合のみ取り扱うことができます。

　　　(健康保険証ではできませんのでご了承下さい )　
　　✿他課や他の自治体等と連絡が必要なものは取り扱いできないこ
　　　とがありますので、ご了承下さい。
　　　お問い合わせ先 : 役場住民課戸籍係 (℡：３２－９１２５)

【訂正とお詫び】

　広報しか12月号みんなの広場に間違いがありました。
　菊田庄瑛ちゃん　父 :秀昭　母 :悠子 → 父 : 庄洋　母 : 奈津恵
　つかんだ優勝  富来ますほ学童野球クラブ　森本潤也くん → 森山潤也くん　　
　　　　　　　　ここに訂正し深くお詫び申し上げます。

酒井　樹由ちゃん ( 里本江 )
悠
ゆうだい

大な　希
きぼう

望を抱
いだ

き　世
よ

を仰げ
大
だいじゅ

樹の芽
め

の　自
じゆう

由なるままに　

　　　　家族より
( 父 : 剛　母 : 祥代 )

き　ゆ
吉野　結菜ちゃん ( 矢駄 )
おめめがキラリ☆と可愛い結菜。
これからたくさんの愛情を注ぐか
ら、元気で思いやりのある子に
育ってね !　　　　　　　両親より

( 父 : 聡　母 : 美智子 )

ゆ　な

　　編集後記
　あけましておめでとうございます。
　先月、大聖寺高校の先生による地球温暖化に関する講演を
聞いてきました。試算によると、３０年後の石川県の気温は、
現在の平均気温よりも４℃前後高くなるのだそうです。ぞっ
としました。
　今年は、自分一人くらいと簡易に物を燃やしたり捨てたり
せず、「なんでもリサイクル」していきたいと思います。目指
せＣＯ2削減！

( ただし、期間を限らせていただきます。)

【実施期間】
平成２０年１月～３月
までの毎週土曜日(試行期間)

( 祝祭日の土曜日は除く )

【実施時間】
午前９時から

午後０時３０分まで

( 追伸 : 下線は姉三人の名前の一文字です )




